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全
学
連
第

一
回
総
会
開
く

民
主
力
を
結
集

組
織
の
拡
大
強
化
著
し

今
國掌
牛
自
治
超合
第
一回臨
時
終
会は
一一月
四
日よ
り
三
日間
繋
束駿
ケ
台
の
中矢
大
掌
にお
い
て
開催
さ

れ
た、
出
席
按は
二
百
四十
三
校
、代
議
員
五
百名
に
竈
し、
第
一日日
は
「殿
報告
お
よ
ぴ地
方
軍
戸報
告

二
日目
は
憎
勢分
析
と
闘
禦方
針
の決
定
、
三
日目
は
財政
問
鵠
、
役員
選
出
を行
つた
のち
、
多
大
の醸
果

を
おさ
め
て
終了
し
た
、次
回
は
五、
六
月
頃開
か
れ
る予
定
で
あ
る、
大
学
法、
私
学
法な
ど
の
費
街諸
法

案
や
、授
業
料再
厘
上
など
を
ひ
か
えて
掌
生
罵動
も
俸聞
ず
る
こ
とな
く
、巽
質
的
威
果
を牧
め
る
べく
躍

全
にし
て
縮
歩的
な
万
回
をと
り
つ
」あ
る
こ
とは
注
目
に値
ず
る
もの
が
あ
る
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報
告
が
行わ
れた
が、
還
動
の成
果
と

そ
の
自
己批
判
とは
第
=
日
に持
越
さ

れ
る
こ
と
にな
り
日数
組
へ激
励
メ
ッ

セ
ー
ジ
、佛
敢
掌連
へ全
学
租参
加
勧

告
メ
ヅセ
ー
ジ
凌選
る
こ
と
を決
定
b

♂、午
笑
蓼

ぎ
騒

百
轟
え
だ

英語・仏語・独語

曝 てそ馨

冒の睡 哀他
ず
か
ら

睾謹 騨
縢 待繁
灘 縫奮

下さ

い
文
は
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財
政
活
動
を
確
実

も
つ
ε
政
治
力
を

大
会
窮
一日
は
、大
会
塵
嫡

國委
員
長藤
吉
(皐大
)
、西

見
(九
大
)
、木
下
(藁
大
)

が
議
長團
に
選
出さ
れ
て
、

十
一時傘
大
会成
立を
冒
欝

圭
とし
て
現
欺分
析
の
た
めの
報
告が

な
され
た
、
まず
武
丼
甲央
執
行
委員

長
(榮
大
)
が昨
年
九
月
に全
掌
題
を

結
成し
て
か
ら今
日
π
至
るま
で
の浬

動
猶
を
次
のご
と
く
に要
約

一・交
部
次
官通
牒
は
蓬
あ
全
國的

結
機を
妨
げ教
沿
の
ノ
アツ
シ
ヨ化

を齎
す
も
のと
し
て
叉
附省
に
撤
回

を何
度
も
憂
洗し
た
カ、
文
部
省側

には
全
く
誠
意が
み
られ
な
い

}
、組
紬
は
慈速
匠
統
一で曹
た
が
、

ヨ内
部の
整
哺が
不
十
分で
あ
つ
た
、

こ
の点
に
力
を入
れ
な
けれ
ほ
な
ら

な
い

脚2、
機関
紙
と
して
掌
籍
聞
、
学
生

騨
論
を発
行
し全
國
的
に浸
透
して

い
るが
、
紙代
の
回
牧
が悪
ぐ
、
と

く
に学
臨薪
闇の
経
徽
はこ
の
た
め

黄
しく
な
つて
い
る
、機
関
紙
の彊

力な
発
展
と調
査
活
醐
の活
醗
化
を

は
から
叙
はな
ら
な
い

四
、総
叢
挙
対
策と
し
て
、わ
れ
わ
れ

の
要筑
を
飯
助ず
る
政
党を
璽

委

員
会ぐ
推
せ
んし
た
が
必ず
し
も
十

分で
あ
つ
た
とは
い
え
ぬ、
あ
ら
ゆ

る
民
キ團
体
、労
農
市
民
と提
携
し

て
蓮
賜に
政
治性
を
も
表せ
る
必
要

が
あ
る

武
井
委員
長
の
一般
報
告
が
終
つて
三

十
分
休憩
の
の
ち
、
一時
掌午
優
の
議

題
に
移り
、
地
方
ごと
に
遇勤
の
現
琳

鯉

に

大
会第
三
日
は
財政
活
動

の
強佑
を
甲
心
に討
論
が

始
めら
れ
、
長沢
甲
央
委

債
より
会
費
と学
生
新
聞

紙
代
の回
牧
の
不十
分
な
規状
の
報
告

が
あり
、
掌
与
揮動
の
螺
佑が
の
ぞ
ま

れ
て
いる
現
在
にお
い
で財
政
の
確
立

か
必璽
で
あ
る、
そ
の
た
め從
坐
の
会

費
を年
五
円
に増
額
ず
る
こと
を
提
第

大
多数
の
賛
阪
をえ
て
承
詔さ
れ
た

つ
ずい
て
部分
飽
な
騨
約改
正
が
行
わ

れ川
土
(粟
商大
)
よ
り比
例
代
議制

に
っい
て
反
対意
見
が
蓮べ
ら
れ
た
が

否決
さ
れ
た
、新
規
約
によ
る
役
髄
も

武井
委
鼠
長
(東
大
)高
鷹
副
委
曼長

ス
ロ
ー
ガ
ノ
を
か
け
た
会
場

(早
大
)
高橋
密
記
長
(更
大
)
が留

任
決
定
ご再
確
詔
され
、
地
方
別
に甲

央
委
昌
六力
名
を
選出
し
て
六
時ず
ぎ

解
散
し
た、
な
お
こ
の日
参
議
院議
髄

翅
仁
五
郎氏
か
ら
次の
ご
と
き激
励
が

よ
せ
られ
た

組
織
の
力
で
゜

大
学
を
守
れ

近代
にお
け
る大
掌
は
学
生の
組
合

に
よ
つて
作
られ
、
敢
腫
の任
免
権

も
学生
の
手
にあ
つ
た
、大
学
敢
育

の危
機
を
救
うも
の
は
学
生自
身
の

園結
し
た
組織
の
力
で
なけ
れ
は
な

らな
い
、
学生
運
動
が
最も
お
く
れ

て
いる
ア
メ
リカ
で
ず
ら学
生
が組

織
をも
つ必
要
κ自
覚じ
つつ
あ
る

ゆ
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=
十五
年
の
歴
寝は
決
し

て
古く
は
な
い、
し
か
し

現
在の
農
掌
部の
ア
ト
モ

ス
フィ
ア
を
鰻し
出
ず
衷

で
に
二十
年
か
Σつ
た
と

い
われ
る
、
あ漢
つ
さ
え

多
数
の敢
授
の停
年
退
官
を前
に
し
、

農
掌部
に
と
り
舌難
の
建設
行
穆は
衷

だ継
続
ず
る
もの
と
見
なけ
れ
ば
な
る

ま
い、
鰯
換期
に
の
ぞ
む農
掌
部
の概

観
を試
み
る
こと
に
しよ
う
。

掌部
長
は
近麟
金
助
敦授
、
学
生
獄約

一五
〇
q

敦授
、
助
叡授
五
十
九名
、

敢
授
の
うち
今
年
甲
に俘
年
にな
るの

が
四蜀
旧あ
る以
外
は
変動
な
く
、麗
字

林
掌
、
養林
化
学
、護林
毛
物
、農
林

工
掌
、
農
杯経
済
、
水顔
の
慮
申科
か

あ
る
。

農
掌料

で
は花
卉
園
幽の
並
河

救
授
、北
大
出
身
c前
学
部
長、
白
髪

を
混
えた
態
匿
と
い
い、
講
義の
口
調

と
い
い、
名
実
と
もに
簿
わ
つた
大
学

敢
授
然た
る
所
が
ある
作
物掌
の
樫
本

敦
授
、
和
牛の
改
良
ご有
名
で
あり
最

近
奥
さ
んを
亡
く
され
て
紅
嘆
に沈
ん

で
お
ら
れ
る靭
部
数投
(畜
塵)
京
大

で
唯
一の苔
産
系
講堅
を
擾
当し
て
衷

さ
に孤
軍
爾
闘
の
態、
出
身
は萸
尺
農

畜
茜
試瞼
場
ぐ
本
年士

月
をも
つ
て

停
年
とな
ろ
か
、名
講
蔑
とと
も
に
惜

し
まれ
て
い
る
、香
川
教投
(嘉

)

小
林教
捜
(園
愁加
T
)が
い
る
o林

格な
乃
ご
あ
O、
川
ロ敬
摸
(土
壌学
)

退
冨し
・大
杉樽
士
の
あと
私
鋼
つて

立
つ
ぬ‡
教
鋭ご
現
任
水田
+畷
の研

究
二的
しし
て
いる
、
林
虚伴
学
の館

敦
授
、
井
上敢
授
(食品
墜

)現
掌

崖
部
長
ご
大掌
一の
金価
塊
で
あり
除

董
剤
の
罫
明C
有
名ご
あ
る
、脛
酵
化

掌
の
片
桐敦
授
、
教
授
にな
2牝
は
炉

り
の
慶
田軟
授
(肥糾
掌
)
、
それ
か

ら
武
麗軟
授
(農
榮化
学
)
、一轟井
助

教
授
(農
断製
癌
)が
お
るo
農
林
生

物
掌
科は
鵬
物
柄理
の
大
諌遡曳
教
撰

学
閥
色
去
ら
す

更
新
す
る
着
き
教
授
陣

学
糾
ご
は
森
林経
琿単
の佐
藤
弦
授、

温
厚
蘭
実
の
士で
ド
イ
ソの
入
堂敢
授

を連
嵐
さ
せ
る、
関
口
(熟
園
掌
)、

コ

梶
田
(森
林利
用
掌
)
、沼
田
〔晦
林

学
)
の
各
教授
、
そ
の甲
佐
藤
数蟹
は

本
年
十
一月停
犀
と
な
ろは
ず
ご惰
し

漢
れ
て
い
る。
農
林
鯉掌
科
は
現掌
部

長
近
藤
敦授
(栄
遭掌
)
食
科
y学
研

究
所
長
難甑
e
ど
ちら
か
と
いえ
ぱ
籔

が
い
るが
こ
れ
また
九
弓
をも
ご
て
停

年
と
ば
る、
も
つは
ら
講
義が
早
い
の

レ
邸着
名
C
あ
る
、昆
里
の内
田
敦
摂
、

次
は喋

ず々
る
氏C
も
な
い遅
陶
の木

原敬
授
、
鰻
近ス
ト
ッ
クホ
ル
ム
か
ら

鑛
駄
馨
削講
験

の今
西
敦
捜の
四
講
座で
あ
る
。農
林

工掌
科
ご
は高
月
赦
撰
(齪
工
一)、

重松
敢
授(農
L
二)、田
村
軟
授
(農

掌磯
蛾
)
、村
上
敦
撰
κ林
τ
})・

苦名
敬
摸
(林
工
「ρ
の
五
敏
段が
い

る。
農
林
経済
学
科
では
曳
大
農
≠部

の東
畑
臨
士に
対
邸
し
て
大
槻教
授

(農
ノ一経
瘡掌
)
京
入式
簿
、
の創
暴

者ぐ
あ
り
葵
北
ベノ丸
Uし
の田
央

野
入型
、
人な
コつ
こい
第

多分
に

も
つて
い
る、
兄
弟
皆、噂省
捌
いと
や

ら、
か
つて
+を
も
つて
〉
に
代替
ぜ

ん
と
し
疋努
力
報
い
ら
れず
r
の配
給

辞
越
ま
で『
理
ず
ろ御
時
勢
と
もな
れ

ば
一つ
の轄
襖
力
要訪
さ
れ
る
のC
は

な
か
ろ
うか
、
荒著
と
し
て
砿
「農
栄

経
済
の
晶礎
閤
題
」か
あ
る
、奉
田
敬

撰
(林政
掌
)
は農
4部
と
持凝
字
部

陶
方
の出
身
で
一
つの
学
士
.を
も
つ

変
ノた
雌
船の持
干、
十
一
月を
も
コ

て
僻
年と
な
る
、黒
正
敦
授
(農
ノ、

経
磧
史)
農
字
部ご
た
ヒ
}人
融
済
掌

埠
士
の肩
潜
を
も
つ人
ご
、な
カ
く

魅
刀あ
る
講
鋤
にさ
れ
、
勾容
穴
時
々

酒
女
に
衷
⊂飛
踊
ず
る
、乱
ん
六
筒

稜
挨
」大
い
に政
治
圏
手肋
を
発
鞠
し

て
いる
、
大掌
御
帰
の
}日も
早
か
ら

ん
こと
か
蓋
豪れ
て
い
る
痩
辺
教授

、

倉
石
教
授
東
大
へ

京
大
交学
部
中
國交
学
科
禽
石武
四
郎

敢
授は
甲
國
既
掌の
権
威
とし
て
斯
界

に
舗
き
をな
し
て策
た
が
、こ
の
ほ
ど

案
大
より
非
公
式の
招
鵠
をう
け
た
、

ま
掲総
長
あ
て
公式
通
知
は未
著
ぐ
あ

る
が
、同
教
授
の東
大
行
は必
至
と
見

ら
れ
、後
任
と
して
は
東
北大
小
川
環

嵩
教
授の
噂
が
筒い

自
石敏
授
は
昭
和
二年
京
穴助
教

授
、同
十
四
年取
授
、
現#藁
大敢

授
をも
難
任
して
い
る

"膏
國
プ
ア
ンシ
ズ
ム
を
倒
せ

"諦
勃

瀦
灘
灘
鯉
蕪
灘
雛灘
粋酔

基
本方
針
が
検
酎さ
れ
た
の
方
回
と倒
標
か
示さ
れ
た

議
醸は
ま
ず
塵
別代
表
か
ら
「日
本
再

翅
のた
め
に
掌
生藷
君
も
労護
萸
民
と

提
携
して
若
き
目を
有
意
義
にず
こし

て
も
らい
た
い
」旨
の
メ
ッセ
「
ジ
を

う
けた
後
、
羅

員
長
の
一殿
報
告

を
甲
掲
に次
の
よう
に
渾
動
の膚
己
批

判
か
行わ
れ
た

組
瓶
につ
い
て
は十
一月
に比
べ
て

加
入校
か
五
一校
塀
え
て
二九
八
校

と
なり
、
未
組
融の
廿
縣が
十
縣
と

な
つた
、
と
く
に棄
北
、九
榊
、棄
京

三
地方
の
成
巣は
い
ち
じ
るし
い
、

し
かし
甲
國
、四
國
、
北海
遵
に
お

け
る拡
大
テ
ン
ポが
の
ろい
こ
と
は

反省
し
な
け
れは
な
ら
菰い

秋
田師
の
彌
圧
に対
ず
る学
牛
の
闘

畢
が勝
利
し
なが
ら
長
野
肺が
今
な

お
舌し
い
闘
事
をつ
ず
けて
い
る
事

実
は、
斗
争
の方
法
と
形
顧に
つ
い

て
叡え
る
と
こ
ろが
多
い、
す
な
わ

ち
労膣
巾
民
と
のス
ム
ー
スな
提
携

と
栗
北字
起
の彊
力
な
援
助に
よ
る

摩
生
の閣
結
が秋
田
師
の勝
利
を
齎

し
た
もの
こ
あ
る

こ
の
揮
己批
判
か
ら現
殴
階
にお
け
る

学
牛
職線
の
統
一は胃
任職
線
の
統
}

に
衷
で発
展
し
なけ
れ
ば
な
らな
い
こ

と
が
結訥
さ
れ
、今
後
の
蓮動
の
闘
劣

目
標
とし
て

一、次
貿
通
牒
によ
る
卵田
反
対

二
、天
下
り
附大
学
法
案反
対

三

授
藥料
の
分
納延
納
制
確
立
四
、

國
会解
散
塑求

が
決議
さ
れ
、
「喪
國
フ
ァッ
シ
ズ
ム

を
打
倒し
、
自
由と
独
立
をか
ち
と
ろ

は
り労
る
東
大代
夷
團

官
学
授
業
料
二
信
に
値
上
か

大
麟
省ぐ
は
目
下廿
四
年
匿
の予
算
の

「編
成
を
行
つて
い
るか
、
昨
年度
三
催

に
値
」
げし
て
掌
些生
活
に
大き
な
恐

威
を
あた
え
た
授
桑馴
を
さ
ら
に聚
年

度
か
ら
=倍
程
匿
に値
上
す
る嘆
樽で

あ
る
、
これ
が
輿現
す
れ
は
冒立
大
学

は
馨

の
天
8
円
か
ら
三六
8

円
に
はね
」
る
こと
」な
る

"機
械
的
除
名
は行
わ
ず
"

鳥
魑奮
艮
学
生
代
蓑讐

っ

京
大
同学
会
協
讃委
鎚
松
岡健
一
(医

学
部
)他
玉
名
は、
一月
三十
}日
、

馬
養
東大
総
長
に会
見
を
求め
、さ
き

同
学
会協
識
員
会
にお
い
て決
是
し
た

授
築
料
に関
す
る浄
議
、
ずな
わ
ち
、

(
「)昭
和
廿
二年
匿
以
前の
授
業
料

未
納
番
に対
ず
る
措展
は
、
三月
衆
日

凍
ご
延期
ず
る
こ
と
(=
)授
菜
料
の

延
納
制
を確
立
し
、
一牽
に五
年
(医

学
部
は六
年
)
の延
納
を
認
める
こ
と

(三
)授
業
麩
納
煮
の
処分
に
は
学

生
を
菖む
公
式
の機
幽
ぐ
決定
す
る
こ

と
、
以
よ
一ケ
條の
要
求
に
つい
て
総

長
の
意見
を
求
めた

り
こ
れ
に
対し
鳥
獲
総長
は
次
のご
と
く

回
管
した

一、
昭
和
廿
二
年
匿
分
衷
で
の
将
楽

罪
沐納
嘗
に
対し
て
機
薇困
に
学
副

廿
四條
を
適
用ず
る
こ
と
はな
く
、

各
学
部に
お
いて
與
体
的
に事
情
調

査
の上
決
定
す
る、
な
お
、未
納
酋

の
名
簿は
各
掌
部
賃の
も
と
に
ある

ゆ
え
、そ
れ
に
基
いて
学
生が
各
自

運
勧
ず
るこ
と
は自
由
ご
あ
る
、二

学
校
趨局
に
お
いて
も
減
兇
制に
つ

き
ヨ
　ガ
ま
ゆで
あ
る
か
へ　
ぽ
お

罐
盤
誕
錘

1警
函
駅隠測爾双

さ
る
=月
五
日

凝
川
法掌
部
長

の
緬
霞溜
㎜全
一

配
席
のも
と
に

法
莚
隣顎
四
教
竃
にて
永
田瞥
察
局
長

の
醐
演会
を
開咤
し、
ひ
き
つ"
き
二

月
八
日午
優
一時よ
り
同
学
余ギ
麟
で

本
学
昌身
の
警
祭側
の
出
席
再と
の
懇

藁
を
行
,
た

、
全
然
考
えで
は
い
な
いが
、
考
慮
ず

ると
ぜ
ば減
免
制
確
立
の後
で
あ
る

三、
学
生
を含
め
た
機関
を
⊃
〆、る

と
い
う
こと
は
、
酔議
会
に
掌
生を

出
席
さ
せ
ると
薦
う
ので
あ
れは
こ

と
わ
る
が、
学
生
代表
の
意
見
κ聞

き
、
か
つ鱒
額
ず
る慧
味
で学
校
側

と
字
生側
と
の
協講
会
的
な
もの
を

も
つ
のC
あ
れ
ば良
い

(農

瞑
≠
)
、
桑
原
敬
授

(
農
宰
卜
輝

掌
)
カ
お
る
カ
、
変
2
種
ど
し
て
棚
欄

助
敦
授
か
お
る
、
協
同
組

ハ
%
の
オ
ー

ソ
u
ア
イ
ご
索
農

農
捻
化
掌
材
昌
身

試
瞼
～
よ
り
マ
〃
ク
ス
理

岬
へ
の
蝉
回

は
い張

ぎ

ス
ピ
レー
ノヨ
の
}

化
用
く
基
く
の
カ
、
構
髭

か
一
く
ぐ
あ

}

り
雌
仁
な
刀
か
天
ズ
と
も
い
え
⊃
た
ろ

う
、
文
鐙
に
も
た
け
随
単
も

r
て
と

の
こ
と
C
あ
る
。

一
降
年
豹
袈
ぜ
ら
れ

t
水
薩
学
科
は
餌
偲
の
も
と
海
U
防
鴇

隊
跡

軋
あ
ろ
か
、
居
停
施
鈴
糞
は
豪
ず

縫
翰齢
編
篇
鉾

、畑磐

航
を
枷
け
て
い
7

敏
授
、
助
敬
浮
と

も

一
名
あ
て
欠
昌
ご
、
灘
水
敦
授

(
永

節

一
)
松
原
放
捜

(水
匪
四
)
木
櫻
敬

ノ

授

(
永
浮
5

の
一
砂
摂

"
い
る
。

附
帯
没
隔
と
し
で
は
貧
肩
牛
を
汗
ダ
所

(
所
長
近
藤
教
鋭
)
木
材
酬
売
所

(
㌫

長
梶
出
衣
授
)
戸

ユ
(
尺
都
鐸
巽
凶
田

郡
知
井
村
)
に
は
臓
大
な
演
47
林

々
あ

り
、
和
歌
田
、
北
海

に
も
演
押
林
紗

窟
甲
ご
あ
る

実
"
鋸

と
し
て
は
渦

槻
の

一町
ル
r
わ
声
ろ
鉢
属

戯那
力
あ

る
。

〔T
)

哩
生
穐
部

予

彌
闘

」r

BABABAB

誌 器 §墾

=慣1女 可

一
人
三
千
円
の
零
附

口
一
千
円

一人

め
ら
れ
六 女

人
ち

仙
格
に
悼
う
負
盆
イ

足

蛋
稀
ハ
一
助
と
し
て
同
占
杜

女
》
e
は
、
さ
る
一
H
字
牢
六

会
の
席
f
、
女
休
会

i
∂
り
一

ロ
レ
」
の
寄
付
挿
求

蠣
塑
轄

意
兜
も
飛
L
し
た
が
、
甜
旧句
忙
履
な
窟

難
鱗
鏡堂

先
す
良
識
あ
る
市
民
に
"

軍
政
部
ク
レ
ゴ
リ
ー
教
育
課
長
談

糠
翻
醸
騨
鶴
櫨

京

4
所
磐

匙
て
い
ろ
京
都
起
毎
ご

二

は
実
脅
箔
導
を
担

ず

冒
展

派
敏
授
と
、
影
坐
蓼
料
担
、
の
籔
授
対

決
か

・
画
化
し
、
爾
傍
の
由
翅
対
黛
に
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:
=
=
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鷹
ず

,
た
め
川
野
管
喬

(
日
大
画
ノ
紫

「
鞠
熱
轟
暴
鷲
雛
齪
解
而鶴
鶏

昨
年
度
の
約
十
倍

⊥
難談
講
・麺
蟻

鱒
羅
緩
雑
震
難
臓
厩塩簸

同
萎
茜
隻
予
蘂

震

.確
選
藪

領
戯
策の
恨
本
目的
は
日
本
の民
吋

な
ら
な
いの
で
あ
二

一

除
籍
問
題
紛
剰
す

..・1・91.腫川111闘1闘,

≡ 京 大 経 ≡-
5闘開.川・o`.llll湘lr

教
官
会
議
に
傍
聴
を
要
求

既
報
ー人
掌
礎
の手
研
不

ノ
備
の
た
の除
籍さ
れ
力
歴

済
掌
部十
名
の学
些
に
2

き
同好
臼
委
胤会
で
は
激

態
を
建睨
し
、
一
月
二日
午後
除
晒
学

竺
よ
り臥
悔
を
鵜
取し
た
か、
そ
の
結

果
除籟
学
生
に
は除
鵜
通
知以
前
は
僅

か
一回
の
聲
告
が発
せ
られ
た
の
みで

あ
るこ
と
が
明か
と
な
り、
学
牛
に対

す
る致
命
附処
顧
で
あ
る除
婿
が
一、r

の扇
務
飽
㌻続
の
不
備
によ
り
、本
入

およ
び
自
雲

へ齢

の通
告
な
く径

われ
た
こ
と
を遺
憾
とし
、
=
日
左

教
養
学
部
移
転
で
揉
む

些
の
牧
容に
峰
い
漢す
く

校
含
か不

足
ず
る
ので
鯖
一案と
し
て
岩窟
の
同

鷺

認
齢

鑛
隔

蔽
爾

雛

描
嗣
を
めく
り
漏
浅穐
畏
ほ
か穂

協々

議
を
ず
」め
て
い
るが
、
騎
一案は
掌

生
間
に
も反
対
の
酉あ
り
、
漢た
経
尊

側
宰些
九百
の
醐
きも
あ
つ
て
囲難
睨

さ
れ
て
いる

=大京=

行
悩
む
運
動
部

運
動
協
議
会
を
山

束入
運
勤
部で
は
、
瀧会
飽
輔

換期
と
酵済
的
危
機
に
立
つ掌

生
スポ
ー
ツ
を、
い
カ
r拠
興

せし
む
べき
か
に
Pき
、去
ゐ

聯
鵬
譲
難

墾

瀟
額
羅

哩舵おい.、掌

の
子生
を擁
し
て
いる
か
、
四月
新
入
学
校
蝿
より
は
鳥
獲
凧大
総
長
、横
田

一会
計
讃
長
、#
ー
掌
些部
長
、松
本
輔

導
諜
長
、角
疲
魯
務
冒等
、
学
生覚
よ

「り
は
山
口同
蛍
会
甲失
委
飴
長
、小
笠

会計
総
務
、井
口
通
胸総
務
、
誼島
協

議
員
お
よび
各
部
ヰ
將が
骸
席ん
九

現
在
東大
各
還
動
部
に同
学
会よ
り

交
給
さ
れ
る予
算
は
還̂
動
部全
経

費
の
四
ー
一〇
パ
ー
セ
ント
で
のこ

りの
九
〇
パー
セ
ノ
トは
自
費
およ

y案
中

ぴ
寄
附
によ
つ
て
おの
、
ア
れら
も

だ
ん
だ
ん頼
れ
な
くな
⊃

いる
こヤ

と
を
説
明し
て
学生
側ぼ
掌校
測
よ

り
の
喪
持を
要
求
した
か
、横
田
会

詳
課
鼓
より
、
新
制人
掌
の体
育
課

設
庵
に
」も
な
う
設甫
の
繍張
の
た

め
に
、現
在
の
財政
ご
は
運動
部
に

補
助
を
輿え
る
こ
とは
出
硬な
い
と

し罐
鍵
嚢

義

}

は
根
本
的態
匿
と
し
く学
校
樋
の支
援

をし
雲
な
い日
を
披
歴し
か
くて
渾
勤

部自
体
で
組
幣的
に
結束
し
発
展し
ゆ

く
べき
こ
とと
な
り
、目
下
、
運勤
部

と同
学
会
で題
動
襲
会
(仮
称)
を

立
翼し
各
方
蜘と
接
渉
甲で
あ
る

座1回

囲 圖

『
一騨
聖
な
る
怪
物
』

■魯璽雪o●璽一9●巳●●璽

の
う

ご
め

き

一
つの
怪物
ー

共
匿差
義
が株
徊
し
て
いる
。
旧
い肇
て

の橋
力
が
、騨
嘲聾
鳳るこ
の
怪
物遙
治
の
ため
に
閥盟
し
て

いる
o(マ
ルク
ス
・エン
ゲ
ル
ス
「共
薦
党置
臼
」
)

-

怪
物
の
正
体

?

「民
峯日
本
に
と
つて
最
大の
希
望
と同
時
に鑑
大
の
危
瞼

と
な
るも
のは
日本
の
頭
脳e
あ
る
。し
か
し
て
この
頭
脳

が
日
大
その
他
の譜
大
掌
ご
腐れ
か
か
つて
い
る
こと
が
遣

憾
な
く鱗
麗
さ
れた
。
こ
の種
串
件
は
一然
と
数
爵
およ
び

掌
生
の
「政
湘
運動
」
と
片
づけ
ら
れ
て
いる
か
、卒
瞠
に

い
え
は
融君
の
掌園
は
共
西
ヰ義
の
脅
威
に昇
舞
われ
て
い

る
の
Cあ
る
(栗東
環
政
部
ポー
ル
・T
●デ
ュッ
ベル
入

尉
の
日大
に
お
け
る翼
演
「毎
日
」
一一月
六
日
)

こ
の
認演
は
日
大恥
件
を
と
り上
げ
、次
冒
通
牒が
明
ら
か

に
鋼
樋し
え
な
か
つた
爆
物-

共
産
芋養
の
脅威
に
つ
い

て
瞥
闘
を湖
打
した
も
の
であ
る
カ
、さ
て
そ
の日
大
串
件

の
骨
チ
をモ
ノ
ロー
グ
風
にみ
る
と
こう
で
あ
るー

♀

口
月

"日
日
大
敏肖
会
議
は
次召
通
牒
の
(三
)
κ政
党
貰

部
の禁
比
と解
釈

十
穴
ヨ
学
校当

の
丞
正会
叶
を疑
屠
し
て
活動
中
の

"llOI● 曹519唇96

 

三
隠予
科
共
産党
紬
胞
と
育共
に
解散
を
要求

+
七
日
同
予科
細
胞
員
十名
を
退
学処
分
と
ず

そ
の優
の
学
生大
会
に
で皮
フ
ァ
ッシ
ヨ
委
齢会
翻
成

さ
る

◇
+
=
月

四
日
敦
撰
会
で反
フ
ァ
ソシ
ヨ
委
齢会
慶
馨
昌
十
七

名
を退
学
お
よぴ
慨
期
俘学
処
分
に附
ず
、
また
こ
の

日
の敢
授
会
の房
儲
を
硬求
し
た学
生
涯
掌
綬ほ
壁
祭

と
連絡
し
て
威嚇
ず

十
=
日
掌
生
に黙
行
しに
か
ど
こ校
長
は
驚
祭に
出
頭

を
命ぜ
ら
る。

こ
の
モ
ノ
ロー
グ
に日
本
大学
総
長
興文
納
鰺
士が
吉
田
内

閣
の
交相
喉
禰
であ
つ
た
こと
、
苓
岡幹
醸
、
胃
木、
世
耕

陶
理
恥
が民
自
覚代
読
士
であ
つた
こと
を
附
け
加え
る
と

「日
本
の頭
馳
」
の属
敗
系
図が
で
きよ
う
.

2

怪
物
を
生
む
も
の

アイ
ゼ
/ハウ
ア
i
兀㎝
が
コ
ロ
!ビ
ア
大掌
11長
r職
任

す
る魍
が廣
ま
つ
て聞
も
な
く
、
ニ
ユー
・
ハ
ノプ
シャ
ー

のダ
ー
ト
マス
大
学名
誉
教
授
ゲー
ド
ノ●
ハル
氏
か
「コ

ロ
ンビ
ア大
掌
理
恥会
か
幽

の大
学
教
授
甲た
つ
た
一人

も
総
長
の適
汗
看
がい
な
い
と考
え
た
のは
、
何
と
」いう
ア

メリ
カ
敦南
香
へ
の侮
辱
ご
あ
ろう
。
理
魯会
は
馳
長の
位

齪
に
掌
校と
側
の縁
も
な
い
人
を撰
ん
だ。
ー

数
育者
は

大
学
最
高
の地
位
に就
く
こ
と
を期
待
し
て
る衷
し
器猷
と

知能
を
みが
く
こ
と
を止
し
て
、
日吟
暫
にふ
さ
わし
い
給

料を
貨
コて
日
吟
昏
の仕
恥
を
して
い
れ
ばよ
い
の
だ。
こ

の変
て
こな
人
齪
は近
頃
の
ど
んな
勘
件
より
も
数
h者
の

な
か
に
共産
屯
義
番
をふ
や
ず
こと
に
な
るだ
箔
う置

」

と
手
き
びし
い反
対意
兜
を
表
明し
た
。
(「タ
イム
晃
診

だ
が
ア
カデ
ミ
ー
から
の
こ
うし
た
反
対
にも
拘
らず
、
ア

イ
ゼ
ノハウ
ア
元
肋の
人
黙
はた
い
し
た
もの
で
、大
統
領

と
犀
軍
蝿冒
の
承
認を
襯
て
コ
市
罠
とし
て
」
コ
ロ
ノヒ

ミ

ア
大
学
凝長
邸
に移
つた
の
は、
英
し
く繭
れ
た
再
ハに
イ

ンタ
ーナ
シ
ョナ
ルの
挿
闘
かこ
だ
よず
るメ
ー
。デ
ー
の

日
ご
あ
つた
。
(日本
評
訥
、時
の
う
ごぎ
「躍
人
糾長
」)

3

怪
物退
台
の
「同盟
駆
」

◇
「日本
の
復
鯛
を妨
げ
κ
り灘
弊
の発
展
を
習し
た
り
ず

Oよ
ちな
共
弗
分
チカ
騒
い
とい
う
の
だ。
こ
と
に敬
膚
を

諺
ず
る
よう
な
共
隔分
チ
は
困
る。
國
弾の
渚
動
を窺
ず
る

もの
厭取
禰
ら
ざ
る序
え
な
い。
旨
(ぎ田
菖
相
、鍛
議
慌

人
劇
委
員
会
に
お
け
る
答
弁
、

「
朝
h
h
}
十

一圧
十

一月

一
十

」
日
)
そ
れ
ぐ
「
教
育
公
務
薗
抵
」そ
し
て
棄
し
職
晴
甲

　

の
「竺
徒
心得
」
的
な
「議

並
び
こ卒
聴
篭罷
」
を
制量

した
と
い
うの
で
あ
ろう
。

◇
「現
荏
の
人で
は
昌
]鴛
だ
、
いか
に
も
人格
者
「全
く

僧
散
し
て
い
る。
も
⊃と
も
政
治
・と
し
で
の昌
田
君
蒼
可

うの
で
は
な
いよ
。
「人
の
人
間
とし
て
かよ
」
〃
日本
の

法竪
鱒
"
B銀
一万
田総
裁
の
堂
に入
つ
た
「后
口
」論
。

だが
こ
の
人は
、
民
自党
の
吉
田氏
と
は
特
によ
く
、萱

民圭
党
の
芦田
氏
と
も彼
力
外
椙時
代
親
交を
粘
ん
セと
い

う。
(日
本群
繭
日
本
の脳
殿
を
秋
る』
一↓圧
七
月号
)

◇校
長
(長
野
帥
範
)は
十
月
↓五
日
細
胞解
徹
命令
を
到

し
、
二
十
目
「方
針
に從
わ
ぬ
」八
名
の掌
竺
を
退
宰処
分

に附
し
、謄
察
当驚
を動
飴
して
退
掌
香
甲の
残
寮喬
を
べ

宅
承
法
薩
くご
逮
捕、
さ
ら
に
寓籍
冷
楡
閲
「マ
ルク
ス
を

読
む
な
一と
破
讐
した
。
(
「交
化
タ
イ
Aス
」
八霊
弔、)

◇
「余
は
かく
て
ム
ッソ
リ
ー
二眞
側
の
を爆
え
んと
催
ず

るの
は
、フ
ァ
ッ
シ
ョが
現代
世
界
の
上
に果
さん
と
ず
7凸

投
割
の
醐要
監
を衰
え
、
混
礼期
に
お
け
る政
お的
ホ
鞭
と

し
で
のか
に必
饗
」あ
る
か
を
穿証
妙
ん力
叢
めご
あ
る
」

(菅
一
蕃

「亡
ぴん
と
ず
る
朔閃
に
即う
鵡
」
)

の
五
項
目
の製
求
琳
墳
冴掌
部
長あ
♂

提
出
し
た

一、
十
名の
除
葡
紳対
反
対
、
除愚
処

分
の
即
時撤
廃

八
日
に開
か
れ
た
赦富
会
菰
の結
禦
十

【、
右
卍と一の
倖退
r関
ー
'は
自
治
名
の
う
ち七
名
が復
掌
に
決
定
一顧
の

解
決
6録
た
、
今
優掌
生
の
進
退の
間

会
と
協
議
の1
決
定ず
る

一・
傘

騎
の
身
劣
遺

謹
関
.題
㌧
いて
は
・
学生
・
警

藻

一

発
雪
を酔
司
ず

の掌
牲
大
会
にこ
の
問題
を
提
起ず
る

式
k種
攻
奮塊
を
斗
わせ
た

pムゐ民
掌
回、
細
胞
も授
藁
料
未
携者

つ

に対
ず
る
処分
か
噂
され
て
い
る時
、

経瘡
掌
部
かか
か
処
圃
に出
た
こと
は

重
要
な
蛍
吠あ
り
と
し
、蓮
ん
ご
者

協
譲
負
(敏冒
、
学
生、
職
饒
)
の診

圃
を
翼
題
ず
る旨
声明
爵
を
発
表し
た

七
名
復
学
す

ず.雛
馨

蘇
嚢

蟻

)
あ
う
と窪

だ箏

る

出
題
は
各
稜
別
に

 学力
試
験
の
方
針
決
る

=
月四
旦
壽

吏海
北
陸
の
一埋方

のメ
学

高聴
百
九
十
九校
の
入試
関

係
官は
京
人
に鍋
り
、交
部
滋
閏係
官

を囲
ん
で
新制
人
掌
学
刀嶺
査
し題
万

釧
に　
舜
質疑
医
答
奇
ハ
つた
、
課目

は
國語
(読猷
、
賄
取
、件
文
)
読会

(】股
砿
会
外國
歴
鐙
日
本
歴
量、

最
騰
に囎
耀
脳
解
墜

避
け
、
適
性
検
否
に
∂
く
円
W曳
基
本
飽

騎
耀
鍵
醍
賜
塑

根本
方
針
に從
♪
て
各掌
校
に
あ
～

一

懸
案
の
両
学
部

作製
さ
れ
る

実
力

差

の
悩

み

新剛
人
素
へは
今
春
架
立
つ新
削
高校

第
}回
卒
榮
生と
と
も
に旧
制
画
校
、

尉
肖掌
検
∂
り相
当
受
瞼す
る
も
のと

噌月
刀東
大
同
子会
に
提
Lさ
れ
た
コ

ト四
托
腫
各
羅部
予
算
饗氷
丘は
左
の

通
りで
あ
る
(刀と
は
先
葭
分
)

総中
夷
部費

総
部

別
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務
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醐
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一
以
丘
∂
り
見
く
、
今
年
度
予
輝
叢
は
先

一難
聴
聯
駐
態
恥

ー

ー

鼻
ら慧

る
カ・
京
大
の饗

問
「累

一薬

し
壷

琶

λ
淫

交

題は
青

三
高
諺

よ
書

諏

舅

削
身・
イ
ツ
交婁

所

が
僅製
ず
るの
.
、
も
し旧
制
高
輿生
[の
藏
膏約
一千朋
は
敗
職
レ衆
占
田
軍

葎
離
郷
纏
欝
崖
一藤
雛
蹴榊麟
隔
馨

漁
蘭
編
謎
襲
胚
藷
竪
欝
琉鷲
騨
慢

力

」摩
館
さ
れ
で
い
る

一
ー
パ
も
の
で
貴
窮
取
も
の
7
多

い

}
旧
独
女
研
の
蔵
書
帰
る

こ
のほ
ど
人
マ
腸字
研
開
に吸
さ
れ
そ

匠
奈
惣
一
日

本

睡
隔他
五
民
民
ゴ
」ゴ
素
我

国

造

法

論
幽M
α
岬

法
律
原
鯉
(灘
)
縮
cc
陣
o

元
俊
労
働
法
o
基
本
問
題
舩
瀞申ご
津
㏄
眺
叶

知
都
不
法
原
囚
給
付
の
研
究
腔蝋
㏄
隔
h

怯
藏
日
本
資
本
・ゴ
義
の
成
。立
慰
訊
㏄
騨

r

賓
拳
海

運

理

論

体

系
糠町
m關
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購
麟
撰
灘

翻
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徒
の
協
力
に
よ
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研
究
腫

ー
カ

「
午
ク
レ
ゴ
リ
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が
引
き
ー

ア

　

要

醐
さ
れ
る

大
∠
も
多
数
決
に
よ
コ
爵
齢
ー

7}
世界
瓢

け
.肖
本
は
顧倣
力
・

r多
い
、
8
き
拠孟
・
去賠
ヲ
・も

一
ア
姦

鍵

穿

簸

、

・あ

い力
吊実
は
動
いて
い
ない
彩の
【
ろ而
民
養
繊の
機
関
と

ー
の

優

・う
炎
は
警

梼
し
嘱
葉

も
[
の象

を
希畢

る

砒
総

難

鶏

麟
麹

薄

鎌
騨
難

帳薙
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学
生
の
発
言
強
化
を
要
求

も
め
る
立
命
大
総
長
公
選

一.⊂・霧
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一」又
4

審
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緒
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日
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懸
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刊

く
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あ
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叢
眺

総
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懸
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八
時
遣
ざ
解
敬
し
た

ー
九
日
t
9
徒
大
会
に
さ
で
た
ち
東
都

[畷
栂
部
教
湾
課
長
ル
イ
ス
・
D

・
グ
レ

一

「,、
.
1
氏
よ
り
次
の
ご
と
イ

一か
あ
2

一

た
印
な
わ
ち

一

「
こ
の
特
校
の
臼
飽
は
た
尚
の
み
な
ら

一

藁

か
な
る

一般
整

霧

に
・
け

る
こ
と
こ
あ
り
、
そ
れ
に
反
ず
る
の

は
旧
民
お
∂
ひ
父
兄
に
対
ず
ろ
儒
隔

で
あ
り
、
こ
の
掌
校
を
十
分
に
発
展

δ
ド
⊂
行
く
こ
と
は
ひ
い
で
は
東
都

市
の
圖
ー
に
負
ず
ろ
も
の
で
あ
ろ
、
　

翻
額
澱
隔鴫
激
醗
碧

黙
騨
議
鴛
繍
鍵

七
割
は
新
制
京
大
を
志
望

適
件
検
合
の
成
績
は
判
疋
負

=
月
四
日
勤
綱
↓へ

進
掌
燭
牲
鞭
瓦
讐

瞼
者

一
九
ハ
　
名
の
械
納

ー京
六
ん

恨

都
け
皆
理
委
員
会
に
μ

ノ
"
、
浄
果
は

の

予
想
外
r
羅
く
六
十

〔
爾
(
「
年
均

十
一
・
五
(
、
最
高
四
↓

月
、
O
点

も
か
な
り
多

い
、
こ
わ
は
各

受
瞼
者
の

ー
〆
校
に
膨
わ
さ
‡

入
猷
α
冨
の
知

冠
資
洞
に
な
る
わ
げ
ご
あ
る

料

に

な
お
こ
の
日
口
時
に

窟

↓
訥
査

れ
は
、
志
畷
校
の
q
覗
は
f
大
力

の
七
蜀
、
露
生
人
、

衣

の
府
V
人

「・
れ
に
　
い
・
h
・

一対
ず
る
逼
試
瞼
は
}
月
一

ナ
る
,
庁

四
月

よ
6

発
足

同志
肚
大
挙
では
來
ろ四
月
∂
り
噛学
一

で
発
尼
し
得
る
見
込
み
か
,
い
か
の
こ

貯

学
止

百
五
ー
名
、
第
}
学
年

百
名
、
踊

學

比
千
卜
名
の
学
牛
赤
嫁

塊
ず
る
、
願
雨
曳
付

月
卜
日
渦
り

猷
瞼
歌

月
↑
四
R
∂
り
四
月
五
ド
豪

で
各
学
年

ド
行
う

,
,
ー
L"

ー

～

ー

'

京
大
入
試
予
想

孚

豪

藝

学の馨
～L

激
烈
な
競
争
率

一
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医
蔑

家
蔭

一

萌
〆
幽
医
噛
國

4
鼠
鹸
、
石
q
ー
日
か

ら

ー
間
41
塀
、
騨
悶
、
`
台

鋼

寿

千
集

新
飼
、
金
沢

名
占
屋

背
部

大
阪
、
岡

ト

幅
岡
、
能
本
、
膨
冠
髄

の
ト
四
ケ
ド
で
行
つ
わ
る

健
[塞

蟹睦

畠

豊九月

中

氏

に

米

博

士

号

い
駅

ノ
メ
ー
カ
を
夢
糊
帆
唾
穿
の
た
め
諮
米

甲
の
脚
月
女
掌
院
廓
門

校
幽
長
鼠
中

ぼ
士
欧
二
月
一
h
岡
氏
の

監
"
笹

オ

ハ
イ
オ
ー
オ

ノ
パ
リ
ノ
レ
、㌍

`
ナ
4
諏

胆
士
評ノ
を
門
ら
わ
た

著

皐

四名
(
茜

倍
)
コ+

ガ

携
皐
秦

いし
西
誓

名
'四
能
)
C
う
な
ぎ
ー
り
に
上
箕
し
、

今
年
あ
Z
り
六
、
七
餐
を
」
廻
る
の
で

は
な
い
カ
～
み
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
う

え
r
劉
板
ー
の
♪
ぶ

・
り
に
浪
人
の
脂

の
鞭

り
き

t
虚
中
ば
か
り
と
ず
れ
ば

△
侮
あ
た
り
の
入
試
は
あ
た
り
ま
え
に

い

勉
強
ー
ア
の
こ
は
絶
対
に
入
れ
な
い
こ

い
ふ
ご

ピ
t

.
リ
そ
う
た

ち
な
み
に

昨
年
入
掌
雷
の
最
帖
襯
点
は
準
均
七
卜

五
R
ご
あ
る

科
目
は
数
掌
、
物
理
、

化
ウ
、
比
物
、
外
酔
一
課
目
の
五
つ
C

昨
箕
と
袈

り
な
い
カ
こ
こ
の
特
徴
と
し

で
は
何
れ
の
掌
科
に
山
き
を
お
匁
と
い

ふ
こ

く
カ
な
い
か
ら
、
刀
畑

一観
な
学

閣
馬
セ
カ
鎚
噌
さ
†

握
い
て
い
タ
ば

悉景
氣
に
な
れば
医
者
志

望
力激
増
す
ると
い
う
こ

とた
か
、
職
硬の
医
掌
部

ス猷
は
=
十
{一年
匿
搬用

人轍
白
十
六名
にた
いし

　下　

外
舶
に配
点
力
多
い所
か
ら
そこ
ご
開
一

き
が
つく
こ
と
にな
ろ
う
、数
摯
は
匪

年
傲分
方
捏
式
、確
牽
論
♂
ど変
⊃
t

傾
向
をみ
せ
て
い
るか
ら
馨
玖を
要♂

一

る
、物
理
瓦
翼
験学
的
長
地か
b
の
"u

題
か多
い
、
化掌
は
澁
汎
以範
曲
力
り

嶺
鳶
て
い
る毬

ス
ミか
ら
スΣ

迄
目
を通
ず
こ
と
力
必
要
で
あ
る
、

生
物は
大
し
ノひ
ね
＼れた

題
ま
・.

し

外
訥
の

典
な
「

1

物

ト

4

諏
父
∂
り

の
し
題

ウ
多

津
ら

庫
典

乞
あ
さ

つ
い
も
の
に
け
有
勅
ご
あ

ろ
う

入
掌
者
な
高
校

身
壱
々
ほ
～

ん
と
で
跨
系

い
噸
者

π
暢

ひ噛
蒼

ピ

も
に
メ
㌻
週
性
稔
査
ぐ

凸
さ
れ

」
h
る

狭
鷺
円
～
漁
い
え
こ
こ
砿
高
殺

身
蚤

の
独
占
場
こ
あ
る
、
体
種
は
さ
す
乃
デ

全

部
を
通
し
て
蝦
も
厳
し
く
入
2
し

か

っ
も
騨
康
ぐ
な
け
れ
ば
-
辛
に

・
凡

な
い
か
ら
、
身
財
ピ
自
ー
の
な

、
者
ぱ

思
い
G
"
宝
ノ
7
方
か
獅
明

/
弓

哲
学
、
歴
史
の
一
般
教
養
重
親
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詐
年
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戸
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踊
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で
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給

納

戸

礼

9
し
H
硬
れ
ぱ
澗
題

、

入
れ
"八
か
、
こ
れ
ご
ほ
鰻

秀
数
掌
生
力
得
ら
れ
エ
い

と
い
う
こ
ど
力

伍
う
や
～
改
般
囚
(
問

題
も
ば
り
、
今
年
か
ら
t
蹴
ダ
か
多
く

な
り
西
掌
、
日
本
史
、
西
洋
引
の
一
科

目
力
加
え
ら
れ
、
語
拷
の
比
,
う
垂
く

な
つ
た
、
靴
学
は
い
わ
ゆ
る
ぶ
」
的
」ム

問
題
は
と
さ
れ
ず
、
各
人
の
も
の
の
み

か
た
、
湾
え
か
サ
を
み
る
ど
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目
的
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湾
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ヨ
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f
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佃
‡
力
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噂∫
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廿
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世
界
変
革
ε
英
國

準
和
は
戦
争
の
否
定
で
な
い

立

藁
國
に掌
ぶ
と
こ
ろが
な
け
れぱ
な
ら

　

ロ

ぬ
と
いう
態
麗
は
困難
な
歴
更的
嬬
段

ワ

へ

の
時
期
に際
會U
た親
在
の
日本
に
相

当
に
彊
いよ
う
に
みえ
る
。
しか
し
こ

の
甚
だ
勉強
家
に
みえ
る
日
本の
歴
史

飽
な
腫
匿と
巽
践
とは
今
日
始め
て
み

ると
こ
ろで
は
な
か
つた
o
鱈記
的
な

つめ
こ
み勉
彊
は
相当
に
や
つた
よ
う

だ
●
撰
倣の
能
力
では
旗
界
的水
準
を

行
く
と
認定
さ
れ
る
ほど
の闘
で
あ
る

か
昏

特
定の
賜
面で
は
相
当
な効
果

をあ
げ
た
こと
は
認
めら
れ
る
が、
鰻

障
の
ド
タ
ン量
で
萢
脂し
て
し
ま
った

勉醒
の
態
度、・学
ぶ
ぺき
璽
点
の彊
い

反
省
と
吟
味な
く
し
ては
、
今
日の
そ

れも
過
去
のそ
れ
と
岡じ
徹
を
踏ま
ね

ばな
ら
ぬ
だ
ろう
。

おく
れ
ぱ
せな
が
ら
資本
キ
義
列弼
の

障列
に
伍
そう
と
童氣
と
精
望
に燃
え

て
いた
日
本
にと
つ
て、
当
時
の
英國

の回
力
の
発辱
象
輿
、
そ
の世
界
畳

籔
醜の
國
際的
地
位
とほ
、
一揮類
似

的
な
自
然
飽際
件
に
立づ
國
と
し
ては

齪
織

簾器

鴇
翫

れ
鞭
α

も

とは
無
理
から
ぬ
と
こ
ろで
あ
つた
●

紡綱
塵
業
に
おい
て
果し
て
い
る役
割

をみ
て
、
その
技
碗
的な
模
倣
勉醒
に

は徹
俊
的
な苫
行
を
も
いと
わ
なか
つ

た
o
海
軍
と海
渥
の
元冥
し
た力
を
み

て
は
そ
の國
駿
的
黄隆
の
た
め
には
不

可
欠
の
輿件
と
し
てひ
た
ず
ら
にこ
の

川

文

彦

方
に
も
力
を致
し
たo
こ
れ
ら
の努
力

が
日
本
の歴
慶
的
醜進
に
大
きな
役
割

を
果
し
たこ
と
は
否定
で
き
ない
。
だ

が
、
大
きく
生
長
せよ
と
の
親心
と
敢

姉
と
ほ
、子
供
の
頭だ
け
を
も
つて
釣

り
上
げ
πよ
うな
こ
とは
な
か
つ
た

か
。
綿
工
榮と
海
軍
刀と
涯
躍力
、
さ

て
わ
れ
わ
れに
な
くて
英
國
の
もつ
の

は
世
界
に
また
が
る
彪大
な
禎
出儲
民

地だ
。
ど
うし
て
彼範
は
そ
れ
を獲
概

しだ
の
だ
ろう
。
模倣
の
勘
闘
がこ
」

澱で
く
る
と隣
接
幽
地域
に
侵
軍を
始

め、
先
進
賢本
ヰ
義
諸國
に
決
闘を
い

どむ
こ
とど
な
る
。
元
もチ
も
なく
し

て
し
ま
つ
た
諏命
の
開拓
で
鼠
なる
模

厳が
果
し
た
功績
は
高
く酔
帽
さ
れて

よ
いだ
ら5
。

フラ
ン
ス
、
ロシ
ヤ
を礎
え
、
のし

黎
つ
て
く
るド
ィ
蜜
奎

髪

へい
げ
い
して
い
た
第
一次
大
職ま

で
の
英
鳳
ぱ、
そ
れ
,で
の
國
力
と

地
位
を
そ
の肚
会
的
基
盤
にお
け
る

・先
駆
的
近
代化
の
上
に推
進
せ
しめ

て
き
た
●
近代
賢
本
圭
義肚
会
へ
の

道を
こ
の
國は
捜
備
革命
と
そ
の肚

会
的
生
壷
に
おけ
る
軍
命を
先
ず最

勧
に成
蹴
ず
るこ
と
か
ら進
ん
だ。

先
駆
的
な
苺礎
困
変
革ず
な
わ
ち肚

会
的
基
底
に
おけ
る
歴
史的
酪
進が

常
に
先
駆
的
にな
さ
れて
い
た
。か

れ
ら
は
國
内胞
・世
界晒
惰
勢
の分

析
と
界
透
し、
輿
践
と劇
掩
を
先駆

スメ
カ
ルと
い
う
人が
イ
オ
ン

結晶
の
献
究
中に
超
愚
を
つ
い

たo
「構
迫
に敏
感
」と
い
ら瘤

慰
であ
る
●
物性
の
箕瞼
叩
に
は

よ
くあ
る
こと
で
ほ
ん
の
一寸
し

たミ
ク
ロ飽
な
鱒消
の相
錫
か

ら
、大
き
な
マ
ク
ロの
旨い
が
で

て
きて
、
原因
が
よ
くわ
か
ら
な

い
ので
あ
る
。た
と
えば
、
セ
レ

ニ
ウ
ムめ
整
流性
な
ど
をチ
エ,

クず
ると
き
、温
匿
計
が示
ず
会

く
同じ
温
度で
、
圧
力
計が
}挙

全く
同
じ
圧
力で
同
じ
よう
に
処

埋
した
檀
り
のサ
ン
プ
ルが
、
な

ぴなか
同じ
整
流性
「を
示
さ
な

い
。時
に
は
題
つた
降
件で
処
瑠

し
た
もの
に
同じ
傾
を
示ず
皮
肉

さ
え出
る
.

物
性の
異
験
をし
て
い
る書
は

ス
メ
カル
み
た
いな
上
晶な
縄
息

は
激
多
にし
な
いが
、
い
わゆ
る

認
慰
は
何時
も
っ
いて
い
るの
で

あ
る
。
鋳
ほ
X
線に
暮
か
ら

な
い
よ
うな
礎
細で
多
綴
な
もの

で
あ
る
らし
く
、
6巳日
同
じ
"ぱ

か
り
や
つて
い
て、
隅
黙
によ
い

腫
を
示ず
も
の
がで
き
る
と飛
び

的
に
塗
行し
だ
●一卿
讐

にお
い

て
佛
がま
だ
モ
の本
当
の
敵
を見
出

し
え
な
か
つた
と
き
にず
で
に英
國

は
そ
れ
を佛
と
み
破
つて
い
た。
世

界
政
治
の
甲心
が
内海
か
ら
大洋
に

轄移
し
ゆ
く趨
勢
を
先駆
飽
な
海上

力の
劃
籔
をも
つ
て待
機
し
た
ので

あ
る。
基礎
昭
な
変
車、
先
駆
飽形

成が
そ
の
國際
的
農
と
國
家
晒力

とを
支
え
たの
で
あ
つた
。

と弄」う
が
幣國
キ
緒願
辛の
暖
煙が

う
ず
れゆ
く
に
つれ
て
明確
に
画
き
出

さ
れ
てき
た
世界
の
甲
で
俘ぼ
り
に
さ

れ
ゆ
く
英画
のず
が
た
は
、合
衆
圓
の

國
際
的
如位
と
ソヴ
イ
エト運
邦
の
聰

生
に
お
つて
甚
し々
く
変
つた
も
の
と

な
つ
た。
ま
ず
まず
優
位
す
る合
衆
國

日
本
の資
本
主
義困
魂
蓬
、
ドイ
ツ
の

回
復騒

毘々
殺
し
そこ
ね
た
ソヴ
ィ
エ

ト
國
躍
とそ
の
勢力
の
驚
議
な
発
展

の
形
威
ずる
新
し
い対
立
の
なか
で
、

英
國
はそ
の
彪
大な
櫨
民
地
串値
民
地

麓

國
との
間
の
対立
の
うち
に
新
し

い力
の発
展
を
兇
出さ
ね
ぱ
なら
な
く

な
つ
た
。大
英
帝
國の
疫
落
の雷
が
公

然
と
き
かれ
、
その
存
在
そ
のも
の
が

世
屋

和の
名
に
おい
て
間
われ
始
め

た
。
こ
の経
過
に
おけ
る
闘際
的
翼
國

の
姿
は
、正
し
く
その
耀
本
的砒
会
に

お
け
る歴
兜
的歩
み
の萎
で
もあ
つ

た
。
そ
こで
は
も
は
や在
り
し
日の
先

駆
贈
形
式の
躍
勤
の彫
を
ひ
そ
めた
の

で
あ
つ
た。
と
こ
ろが
責
本
宅
義話
列

弼に
お
け
るブ
ル
ジ
蜀ア
民
串
國家
と

ファ
シ
ス
ト園
家
の擁
頭
と
分
裂に
よ

る膨
磯
的対
立
と
は裁
本
飽
な
麟対
立

の上
に
職
時職
含
の形
成
を
要
講ず
る

第
二次
大職
の
勝
敗
は決
し
た
が、
基

本的
な
対
官茅
盾
は
解快
さ
れ
た
ので

な
い、
課
團は
勝
敗
を超
え
てま
り鮮

明
に露
量
これ
だ
。

融
底
園ど
は
い
え
な
いま
で
も
、う

ち
の
め
され
左
日
本は
ふ
て
ぶて
し

くも
起
ち上
ろ
う
とは
てf
k、果

報を
窪
て待
つと
い
うの
で
あ
ろう

か。
そ
れで
も
鰻
も近
代
的
な
懸法

を搾
つ
た
と巧
一そ
ぶ
くo
先
癒
は
奨

國
に倣
え
、色米
國
に
掌
べと
叱
るo

有難
い
こ
とで
あ
る
。た
だ
観
念
と

形式
の
鯉
岬託
は
街
の何
と
が
宗敬

に似
で
具
体的
な
亜
点が
分
ら
な
い

の

だ
けで
あ
る。
明
確
にな
つ
て
は
い

け
ない
の
であ
ろ
う
。さ
て
し
が
し

第
=勢
力
の現
冥
園
勢力
未
だ
し
と

は
いえ
、
勝
利の
女
紳
に露

さ
れ

た
暫の
い
わゆ
る
先
進黄
本
キ
義
㍗

國
に勒
款
し
い歴
史
的胎
動
が
聞
え

る
よう
に
慰
ぜら
れ
る
と
いう
。
費

本
圭磯
護

が職
前
に
回復
し
、
や

がて
か
つ
て
の日
の
秩
序と
漿
栄
と }オ

き

ク
リ
ップ
委

慧

る

が
呼
びか
え
さ
れ
ると
い
う
ので
あ

ろ
う
か・
ま
た
それ
を
ζ
そ阻
害
ず

る
原
因
をせ
ん
め
つず
る
た
めと
い

う
職
畢
を挑
発
ず
るう
ご
め
きな
の

で
あ
ろ
う
か。
そ
れ
とも
眞
に奉
和

に傾
ず
る
建築
の
基
礎工
作
の舘
の

習
で
あ
ろ
うか
。
莫
國で
は
如
何な

る胎
動
溜
きこ
え
る
であ
ろ
う
か。

何の
酋
を
きき
、
何
を
掌ぶ
こ
とが

望
まれ
る
のか
。
と
にも
か
く
に
も

その
計蚕
主
義的
諸政
簾だ
け
を服

用ず
れ
ぱ
効
能あ
ら
た
かだ
と
いう

ので
あ
ろ
み
。

現
に
経済
柑
舞
融桝
で
あ
るス
タ
ッ
フ

(
一
)

天臓
制
官
僚機
欄
の廃
止
は
日
本政
治

の
基本
的
課題
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
・終
職
以策
・
槻
構的
に
は
少な
か

を
権力
的
期
位に
ま
で
おし
上
げ
るた

らぬ
改
葦
が
行わ
れ
策
つた
。
警繋
や
め
、解
統
的民
圭
圭
義
と
一つ
の
マサ

薦霧
鱗
鰯
㍊難
鱗
講

一は
決し
て
そ
の習
日
の
勢威
を
失
つて

翼
ら
こ
」に
在
る。
こ
のよ
う
に
、冒

は
い
な
い◎
地
万自
治
が財
鼠
超
よ
ぴ
僚
機
駕の
間
閲
は榎
蒋
な
それ
だ
け解

人
菖
の面
に
お
いて
中
央
に依
葎
しな

決
の
困難
な
騒
饗素
を
含ん
で
い
る
の

け
れぼ
な
ら
な
いよ
う
な現
状
は
明
ら
で
あ
り、
日
本
のそ
れ
もま
た
こ
の例

か
に
あ
間
の
霧
を
あ
零

一
外
で
は
露

な
い。塞

楚

の
間

般
に
・現
代
に
おけ
る
留療
機
構
の
問
剛
も
この
全
難
的罷
甦
に
お
いて
か
つ

廻
は
極
めて
複
薙な
翼
累
を會
ん
で
い
.そ
の
一腰
と
じ
て解
決
の
いと
ロ
を発

る
。
官僚
的
帽
力機
篠
を
打倒
ず
る
た
見
し
なけ
れ
ば
なら
な
い
。官
吏
制
匿

め
の
一器
の
早
適は
訓
蔭

の
確
立
の
個
々
の技
碗
(廷
用、
分隈
な
ど
)

で
あ
る
・と
脛
更的
に
は
正当
に
圭
彊
を
モれ
と
し
て
始
め
か
ら
きり
難
し

ず
る
こ
とが
で
き
る。
し
か
し
な
が
て
し
まち
巌
屋
は間
魎
の
本質
を
是
ス

ら
・
今
日の
纈
会中
鶴ぼ
ずで
に
そ
の
ら
こ
と
にな
る
で
あろ
う
。

肚
会
的
地盤
に
お
いて
十
九世
紀
的
な

(
「一)

そ
れ
とは
異
つ
て
いる
。
その
結
果
と

民
圭
圭
義國
駅
に
おい
て
も、
冒
僚

らして
、
■説
的
官僚
勢
力
と
結託
し
た
機
鯛
は
従
つて
ーだ
職
挙
官
距制
匿
も

ら

葭
会
勢
力と
い
う
矛眉
し
た現
象
ず
ら
移
在
ず
るこ
と
が
でき
る
。
問圏
は
そ

ほ

あ
ら
わ
れて
い
る。
韻
会
政治
の
確
立
の
存
在
の
根衡
を
何
に求
め
るか
に
か

と
い
う
その
こ
と自
身
が
盟純
敵
意
味
か
つ
て
い
る。
蟹
な
る行
窪
備
的
璽

で
は
理
解し
得
な
くな
つ
て
いる
の
で
求
よ
り
も以
上
の
何
もの
か
が
ここ
に

あ
る
。他
面
に
お
いて
、
官僚
機
総
の
お
け
る
職藁
官
距
の本
質
で
あ
るか
由

敷
偏
と
俘続
と
を
保証
す
る
現代
的
濁
か
。
こ
れ
につ
い
ては
、
ワ
イ
マー
ル

象
と
し
ての
い
わ
ゆる
行
政
國隈
へ
の
瞭
塗
下
の
ドイ
ツ
理論
が
示
唆す
る
と

傾
同に
荘
慧
され
ね
ばな
ら
な
い・
こ

ころ
少
く
な
い●

れは
費
本
圭
義の
高
匿
化の
反
映現
象

絹
対
圭
義
籍主
制
の
遺箇
た
る
冒劇

では
あ
る
が
、こ
の
結
果が
官
獄機
縮
糊
置が
民
圭
主漉
と
両
立す
る
か
とい

う
問
に対
し
て、
こ
の
國の
通
説
的公

沫
哩論
は
こ
れを
肯
冠
し
、次
の
よう

に
答え
た
。
磯藁
官
吏
制
度は
賑
法の

上
から
み
て
独
立の
地
位
を持
つ
もの

と
考え
ら
れ
ねぱ
な
ら
な
い。
彼
等は

瓠
華
義
飽
内闇
の
盟
な
る下
部
機関

で
はな
く
、
そ
れと
圏天口して
一個
の

行
政
部を
形
成
ず
るの
で
あ
り、
内
閣

と
彼
等と
の
関
屡
臥協
胴
の
それ
で
あ

偲
楓
を義
境ず
る
●
か
」る
も
の
とし

て
、窟
距
は
騒

統
「と
し
て
の
國

民
を代
表
す
る
、と
き
れた
の
で
あ
る

官
寅
と
國
民
と
の
関
廉
は代
議
工と

そ
の
選挙
民
と
のそ
れ
に
比し
て
緊
密

で
は
な
い。
し
かし
代
表
の本
質
は綾

代
表
膚と
の
閲
の外
面
飽
結合
で
は
な

く
代
表ず
る
看
の内
面
的
姻冤
力
で
あ

る
。
職業
宮
距
は行
政
董
㎜
の趣
行
喬

と
し
て
現わ
れ
る
ので
は
賛

そ
の

存
在
の
農鋤
は
國
民全
体
の召
命
さ
れ

　

た
代
響
で
あ
る点
に求
め
ら
れね
ば

必
の
をず
し
も瀧
膿
し
な
いし
、
職務

代
表飽
性
絡
はそ
の
散
に
こそ
し
む
ろ

國
民
の意
志
へ
の外
面
的
依存
と
な
つ

て
現
われ
な
け
れは
な
hな
いか
ら
で

あ
る
。日
本
の場
合
に
酬
をと
ろ
な
ら

ば
、
癒法
の
「國民
全
体
の農
仕
樗
」

た
る
公務
爵
制
匿を
確
保
ず
るた
め
に

一股
國
民に
お
け
ると
は
質的
に異
る

公
務
揃
法制
を
も
つて
臨
む
こと
は
こ

お
と
さな
け
れ
ばな
ら
な
い。
官
良
広

を
糊
族法
こ同
じ磁
味
り
身分
法
と
し

て
理
解ず
ろ
の
は隠
代
錯
詳で
あ
る
。

そ
し
て
、他
面
に
お
いて
、官
蛭
伝
を

質
飽
に労
醐法
か
ら区
別
ず
る肴
え
方

も
疑
問
とさ
れ
な
けれ
は
以
っな
い
。

け
だ
し
この
Ψ
場は
冒
更
広
愛
一種
の

喝身
分
法
と
尻る
か
、そ
れ
と
も労
勤
法

を蝦
な
る私
法
と
して
考
え
るか
、
こ

の
いず
れか
の
立
場
に随
胆ず
るか
ら

との
正
当な
る
解
決の
万
向
で
あり
樽
ぜ
あ
}完
冒更
抵
か
動分
法
で
な
いこ

ない
.

とは
ず
で
に
明ら
か
で
ある
o
まt
近

こ
と
もそ
の
現
職と
そ
れ
を氏
に
託
ず

る
藝
園の
現
融
会の
志
圓
をし
る
一つ

の
手
騒り
と
は
な
るだ
ろ
う。
氏
は
す

で
に
今訳
大
職削
の
也
界
窟
機
に
当

面
し
て明
ら
かに
した
見
解の
な
か

で
、
革和
の
た
めの
闘
い
が如
何
な
る

も
の
で
な
け
れ
ぱ
ぬ
か
を
語
つ
て
い

る
。
正し
く
英
國
の存
在
自体
が
準
和

の
名
にお
い
て
問わ
れ
ね
ばな
ら
ぬ
こ

と
を
中心
と
し
て現
世
界
砒会
に
お
け

る
も
ろも
ろ
の
矛層
と
対
立
、も
ろ
も

ろ
の困
難
を
分
折
して
、
そ
の克
服
の

麻冨切な
らぎ
る
こ
と・
そ
し
て滞
琶

態
匿
をと
つ
て
独善
に安
ん
ず
るこ
と

の
書
讐
を
つき
、職
箏の
局外
にた
つ

決
意
が
いか
に
閉
固で
あ
る
とし
て
も

職
畢
そ
のも
の
は
決
して
な
くな
ら
な

いこ
と
、李
和
は
職争
の
盟
な
る否
定

で
は
な
く職
矯
勃
発の
億蔭
な
き
世
界

の
醤
罷
政
治
的
箋

確
立で
な
け

れ
ば
な
らな
い
と
して
李
和
の基
礎
を

次
の
よ
う
に遁
ぺ
て
いる
。

鐙
物
の
強弱
は
殆
ど
その
基
礎的
條
件

によ
っ
て決
定
さ
れ
る。
革
和
の粥
遭

は挙
和
の
基礎
の
上
に立
た
な
けれ
ば

サならな
いo
現
在
の
世界
の
國
際的
経

済生
活
が
物哩
飽
力
を背
疑
と
した
闘

畢
に立
脚
ずる
か
ぎ
り、
経
済
的
圭権

の該
曳
を
璽講
ず
る
こ
Gは
不
可能
で

あり
マ
の
も　
　
お
な
もの
が
ね
も　灘

腱
官
僚
機
構
の
肚
会
的
基
盤

1

る・
職
簗露
吏
の
志質
は
政
治燭
磯
能

に対
立
す
る童
味
で
の法
的
硬
能の
担

当
者
で
あ
るこ
と
、
狸
立の
そ
して
政

藷

に甲
立
の
蟹
力を
通
じて
賑

猿の
壽
人で
ある
こ
と「
國
漂
を
喪定

化し
國
躍
指瑠
の
盤
読
性を
主
彊
され

π。
そ
し
て、
こ
の
鷹
匿は
や
が
てま

た
聰
鞘
宮
鹿口
の
圏罠
代
喪
的
性格
を

賞
定
ず
る
こと
に
も
な
つた
。
制
置と

し
て
の
職
業官
吏
そ
の
も
のは
憲法
上

のあ
る
程
匿
に独
立
の塙罷
を
担当
し

、そ
の
限
り
にお
い
て
一冠
の
政治
的

長

浜

な
ら
な
い
と
され
る
。

こ
の
理
謝
の吟
味
は他
日
に
ゆず
ら

ねば
な
ら
な
いし
、
また
こ
の
理語
が

現冥
に
ナ
チ
ス官
吏
法制
の
た
め
に適

を拓
い
た
か
否か
の
鞭酎
も
そ
の場
所

で
はな
い
.
然し
仮
に
この
理
繍
を百

定ず
るに
せ
よ、
次
の
一点
だ
け
は多

く
の異
舗
を
予想
ず
る
こと
な
し
に主

張
され
て
よ
い。
職
鱒
冒距
制
度
の承

認は
そ
の
舞
分
法的
構
成
とは
異
る、

と
いう
こ
と
。
けだ
し
職務
の
外
見飽

独
立性
は
そ
の地
位
の
特権
飽
身
分
化

政

寿

(三
)

官僚
魑
弼
の近
代
化は
抽
象
附
規範

に
対ず
る
峨買
の
株
序
の確
▽
の
過程

に外
な
ら
な
い。
職
務
その
も
の
の科

掌
飽分
析
を
剛握
と
ず
る職
階
制
の欣

立
がこ
」に
要求
さ
れ
るど
に
な
る。

別
9ず
れ
ぱ
、こ
、に
おけ
る
回
慶
出

制
は
物体
化
され
た
糟
務の
A帥
的舵

率
的遺
用
に
関ず
る
法
制こ
な
け
れ
ば

な
らな
い
し
、
また
そ
れe
も
つ
て
十

分
と
ず
る。
ずな
わ
ち
冒
吏法
制
は
從

聚
の
官箆
法
的
場分
法
的
更素
を
彿
い

代
鼠か
公
私
法の
分
化
によ
つ
て
譲

ず
け
られ
る
とず
る
な
らば
、
労
勤法

は
正
にこ
の
分化
そ
の
もの
を
止
瑚
ず

る
契
機を
内
在
せし
め
て
いる
と
劉え

ら
れ
る。

法
的
に謝
礎
制度
を
身分
法
的
に
把

握
ず
る立
毘
は特
是
の
政
治的
恩
爆
を

代
弁す
るの
に役
立
つ
。
けだ
し
こ
の

立
場
は
一般
圃
民か
ら
区
別さ
れ
た
窩

僚
的
勢力
の
温
存
に冨
與
ず
るか
ら
ご

あ
る
。本
質
困
にそ
れ
は
袖対
亭
誇

竃
魔
梱力
の
味
方で
あ
る
。し
か
しな

が
ら
、周
じ
よ
う
に政
治
圏思
翻
の
影

響
は
賊務
衝
制
とし
て
富
史
出を
齢
る

立鱈
にも
あ
ては
ま
る
。
何
故な
ら
ば

冒
更
出
を畷
務
の秩
序
と
し
て捉
え
る

にし
て
も、
こ
れ
に労
働
法
を藷

に並
行
さ
せ官
吏
に労
勘
法
を
銘全
に

翻

喜

る
る
か
蓬

つ
いて
は
現
が
、
行政
襲

的
愛

ζ
い・
璽

在
の
段溜
にお
いて
は
な
お異
殉
あ
るー
で
澗
虫ず
」M揚
が中
心
で
あ
ろ。
能
.

を
児
れな
い
と
こ
ろで
あ
り、
こ
の
異

諭
は
本猛
にお
いて
難
(観の
欄
建
に

由
栄
ず
ると
考
え
られ
る
か
らで
あ
る

結
稀
的
に
云弓
な
らば
、
画
者の
全
面

的
並
行
の
蘇認
は
國家
を
部分
肚
会
的

覆

え
る
立窮
の
みが
交
持
し得
る
で

あ
ろ
し
、労
勘
法
の
変容
さ
れた
適
用

を官
馳
に
瑚し
ギ
弼ず
る態
匪ほ
絃
局

のと
こ
ろ
闘萩
の
本
質
を協
間
飽な
も

のと
し
て
墾
ろ
ε
を
懸瞭
ず
る
(も

と
よ
0
こ
の
必
の
立
場
も
職
賂的
理

由は
そ
の
=
ユ
アン
ス
を多
綴
な
もの

に
ず
るで
あ
ろう
が
。)こ
のよ
う
に見

て
く
るな
ら
ば
、官
吏
翻度
の
合喫
化

が
襲

観
や
政治
思
嵐
か
らき
り
瞳さ

へれて
は
あ
り
硝
仏
いこ
と
がい
よ
いよ

明
ら
かと
な
る
。

(
四
)

窟
礎制
匿
の
合
剛鮨
は
、か
く
し
て

照
な
る技
碗
上の
問
■
C
は
な
か
つ

た
・
《園
化
を
能
摯化
と
呼
ぴ代
え
て

も
同
じ
こと
で
あ
る。
馳
拳
臓則
を
甲

心
と
ず
る行
政
研
冗は
ア
メ
リ
カに
お

い
で
盤
も発
逡
し
た
。し
か
し今
日
の

この
國
は能
年
の
機
械的
理
解
の仕
方

を
し
り
ぞけ
、
磁
会
的能
雛
概念
牝
圭

彊ず
る
に
摩
つで
い
る。
そ
の
意味
ず

ると
こ
ろ
は多
く
の
も
のを
内
麗ず
る

傘
と
は
姓会
飴
醐
尼C
あ
り
、人
民
の

宰
脳
ぐ
のも
の
を
巽現
ず
る
こと
で
あ

る。
冒
距制
賊
の能
寧佑
と
は
その
目
一

的
の
た
め
に公
務
員の
職
務
秩序
を
い

か
にす
べ
きか
の
問国
で
あ
る
。劉
し

て
そ
れ
は
公務
貧
そ
の噺
の
の
士轍
(

モ
ラル
)
を向
上
せ
し
める
こ
とご
あ

る。
モ
ラ
ル
とは
そ
の
地位
に
相
即し

た
人勧
ひ賢ん
じ
て
自
dの
職
驚
の鰻

魑
を
鴛し
爾
るこ
と
で
なけ
か
は
な
ら

な
い.

'

か
つて
契

ら麸

よち
な
塁

制

匿
のく「理
駕
肥
攣化
を
暇
ち
にそ
の
ま

ま
人
幽の
天
引側
剛
滅
と理
攣
9Z
ご

と
難

の愚
匿
ほ
ど
弦
理̀的

非
科
学隔
な
も
のは
な
い
。糧
哲
の
行

敵
機
嚢

が
機栃
の
改
廃
か

ら
駆
牛し
よ
う
とず
る
慶

はそ
の
点

で
は
一籔

で
ある
と
ムつて
も
よ

い
。
け
れど
も
そ
れが
各
省
機儒
の
犬

引
的
な
噌゚恥の
綿
少
を鰍
味
ず
る限
リ

な
お
磯
械的
恵
考
か
ら還
く
ム
るも
の

で
な
い
。
同崎
雲
t
こ
の
秘の
機
厩

面
の
改
菰
は官
拠
制
璽
n囲死
の
}部

にし
か
過
ぎな
い
こ
と
を勉
摘
しで
お

かね
ば
な
らな
い
●
(筆
霜
は
票大
涜

学部
整
6
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足
は
そ
れ
自体
有
力な
圃
寄武
器
で
あ

り
、
英
國
はこ
れ
によ
つ
て
縣里
囲を

堰
識
さ
せ
てき
た
。か
か
る
基礎
の
上

に軍
和
の
構病
は
燭
ちう
ぺ
き
もの
で

はな
い
。
この
現
箕
の茶
礎
は
個人
ま

たは
國
民
の狂
愚
を
示ず
も
の
では
な

く、
世
騨
の競
畢
的
な疑

の
必

然的
結
果
で
あ
る。
現輿
の
科
学
飽分

析
は資
本
峯
義そ
の
も
のの
胎
内
に戦

畢
の種
チ
を
宿
ずこ
と
を
立証
ず
る。

そ
の頭
脳
と
手
足
にと
つて
動
く
全
世

界
の人
々
の
共
同の
利
審の
上
に
の
み

わ
れ
わ
れ
は準
和
へ
の
翼
の
経濱
的

基
礎
を
鬼出
ず
の
であ
る
。
変軍
を
欲

せ
ず
、
不変
を
固
守ず
る
も
のは
誰
で

ある
か
o今
白
の
恥
肇

畢
をな
く

し奉
和
を
側立
し
よ
う
とず
る
人類
の

努力
が
完
全
に失
敗
した
こ
と
を認
腰

ず
るこ
と
か
ら田
発
して
、
願
事
をひ

曹
おこ
し
段
虚を
超
うし
定
政
治
経済

上
の醗
制
匿
を
徹
底
的
に
槍
討
して

属
興
、準
和
の摺
設
た
るべ
き
簾
礎
を

編
築ず
る
の
でな
け
れ
ばな
ら
ぬ
。
そ

れ
は世
界
の
勘
労看
が
一致
し
た
騒濱

的
要
求を
有
ず
るの
現
実
に即
し
、
政

治
飽
経済
的
交
配
権を
、他
國
と
の
闘

畢
に
狂
奔ず
る少
数
責本
家
か
ら
奪
つ

てZ
を
餉
男看
の
手
甲
にに
曹
る
こと

によ
つ
て
のみ
初
め
ら
れ
るで
あら

う。
全
婁
界
の勘
労
看
の
一致
し
た希

田
を反
映
ず
るよ
う
な
大英
帝
國
を溜
.

設
ず
るこ
キぞ
な
げ
れ
ばな
ら
ぬ
。世

界
全体
の
肚
会的
改
滴
で
あり
、
その

糖
手は
先
ず自
ら
の
國
か
ら興
行
を
鱈

ノ

め
ねは
な
ら
ぬ
。こ
れ
は
死
に対
ず
る

生
の挑
職
で
あ
る。
こ
の
思想
と
こ
の

人
を政
楢
の
甲
枢
にお
い
た
職後
の
英

房

動
回の
な
か
に念

何
を見
、
何

の
胎
動
をき
く
で
あろ
う
か
●
(繁
書

}は
京
大
塗掌
部
敢
毬

リ

ァ
リ

塑

ゆ ω◎ODGO◎00◇ ω◎00◎0}◎0劇,

ズ
ム
の
流
れ

近
代
美
術
史
の

断
面

現
代
鐘
爾
はい
か
よ
う
にし
で
誕労
し

た
か
。
そ
れは
閨
に
現代
だ
け
の発
見

で
な
く
、
そこ
に
は
塾幡
史
的
な
咽運

のプ
リ
ン
シプ
ル
が
あ
り、
だ
ゆ
棄ざ

るア
ー
チ
スト
の
交
明
に対
ず
る
擁護

と国
い
が
あ
る。
そ
の
こと
は
敢て
い

、
ゴ
」
奄

,

北

園

八

一

郎

う
衷
で
も
な
く、
萸砺
史を
一観ず
る

な
ら
ば
、
何
人た
り
と
も否
定
で
きな

いの
で
あ
るへ

その
投
写
の
段階
を
大
きな
意
味
とし

て
、
いか
な
るプ
ロゼ
スを
速
し
てお

りな
さ
れ
た
か
を、
リ
ァリ
ズ
ム
から

フ
オー
ヴ
ズ
ム
、フ
オ
ーヴ
ズ
ム
加ら

モ
ダ
ン
・ア
ー
トの
推
移
をの
べ
る
こ

と
に
した
い
。
ここ
で
注
奮し
て
お
く

こ
とは
、
他
な
らぬ
リ
ア
リズ
ム
から

今
日
の綜
合
か
作り
だ
さ
れた
の
で㌘

く
、還
く
ギ
リ
シヤ
、
ロ
ー
マ、
イ
タ

リ
ァ
ロマ
ネ
ス
ク
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

の
道
を経
て
き
たの
で
あ
るこ
と
を
椴

討
して
ほ
し
い.

近
代鴇

の
第
一歩
は
剛象
派
か
ら
償

った
。
リ
ア
リ
ズ
ム初
期
にお
け
る
バ

ル
ビソ
ン
汲
的な
偏
圓
から
た
ち
あが

つ
たの
で
あ
り
、そ
れ
漢で
の
ヱース

と
も
いう
べ
き
クー
ル
ベ、
コロ
ーの

韻美
に
対
し
て
、光
と色
か
ら
な
る陽

光の
英
を
提
唱し
、
外
光と
屋
翼
の塀の

祭
によ
り
始
めて
初
期
叩象
恢
か発
牛

へ

した
の
で
あ
る。
一般的
に
は
外光
派

と写
翼
派
が
区別
さ
れで
い
る
か、
し

着
尾
マネ
ー
の写
翼
にみ
る
と
こ
為の

世界
や
、
パ
ルビ
ソ
ン
の流
れ
と漏
も

霧
し
た
外
光の
モ
ネー
と
て
も、
い

ず
れ
も
初
期
印象
甑
に接
触
し
たの
で

あり
、
ま
た匿
い
琶
味で
解
釈
ず
るな

らは
、
こ
れ
らの
駝
提喉
件
に
よ
つて

近代
美
爾
の
リア
リ
テ
での
遵
がひ
ら

かれ
た
の
で
あ
る。

クー
ル
ペ
的な
リ
ズ
ムの
鐸
は
、
いま

や光
と
色
か
らな
る
描写
に
よ
つて
、

累朴
な
萸か
ら
岐法
的
颪
命
を
趣
け

た。
そ
れ
と
とも
に
新し
い
時
代の
リ

ア
リズ
ム
へ
の確
立
を目
指
し
、か
つ

ての
峯
潮
で
あ
る副
然
圭穫
だ
けの
常

識
に圓
つ
て
、唯
物
論
、融
会
生
活の

一般
的
共
感
から
、
一つの
足
場、
晃

金な
る
夷
の
発宅
を
鰹し
た
。
その
モ

チ
ー
フ
は
あく
ま
で
アー
チ
ス
トの
経

験ー

憾
覚機
能
を
経て
自
党
され
た

固
執
の
フ
ォル
ム
を
、光
と
包
によ
る

光学
的
11'ズ
ム
を
‡
張
した
の
で
あ

る。
こ
の
よう
な
モ
チ
ーフ
の
製求
は

古
くは
十
五世
紀
の
ア
ーチ
ス
ト
にも

あ
つた
』
、十
七
・八
世紀
の
オ
ラ
ン

ダ
、
フラ
マ
ンの
ア
ーチ
ス
ト
に
よ
つ

て
鼠み
ら
れ
て
いた
。
それ
は
ず
ぺて

暗
い構
成
の
遺簿
と
も
いう
べ
き
もの

で
あり
、
そ
の制
作
は
工匠
的
な
無理

解
のう
ち
に
、
棄だ
ア
カデ
ミ
ー
の麦

配
下
にお
こ
な
われ
た
ので
、
決
竃
的

な
変革
の
一歩
が踏
み
だ
δれ
な
か
つ

た
。
だか
変
颪
への
基
礎は
着
々
と
製

7

あ
母瞼
と
い
つて
嚢

いは
な
いコ

ら
に新
鮮
な
もの
と
な
り
、新
し
い時

代の
面
目
を
語
る
「つ
の立
証
とな
つ

た
ので
あ
る
。こ
の
蓮勤
と
と
も
に
古

い
遺顔
の
ア
ルチ
ザ
ン
は疸
わ
れ
て
し

まう
。

近
代笑
備
の
測
踏ほ
そ
れだ
け
ご
終
つ

た
ので
は
な
く
、ひ
ら
か
れた
序
躍
に

は
文
明の
韻
閣
が生
動
ず
る。
そ
し
て

ア
ー
チス
ト
の
紳経
は
よ
η洗
練
さ
れ

あ
ら
ゆ
る稠
金
の
下
に鰻
良
な
る流
れ

が
キ
ヤ
ツチ
ざ
れ
中彊
さ
れ
る。
初
期

印
象
甑
に対
ず
る反
抗
も
、
驕わ
り
の

な
い
この
グ
ル
ー
プ
0メ
ニ
ブ
ーか
ら

起
つ
た
。ず
な
わ
ち
渤印
象
涯
の下
に

蛸
つた
シ
ヤ
ニッ
ク
やス
ー
ラ
ーで
あ

る。
評
諭
家に
よ
つ
ては
ス
ー
ラー
の

知的
圃
面
軌
一を
袋
小略
の
よ
う
に取

りあ
げ
でS
るが
、
しか
し
ス
ー
ラー

の侮
晶
に
衷現
さ
れ
た
桝図
こ
そ饅
で

の
べる
セ
ザ
ンヌ
と
と
も
に現
代儲
臨

「語
譲

は超

剛
譲

にお
け
る光

ノ

ぬ
}八四
八
年
の
フラ
ン
ス革
命
が
そ

う
で
あり
、
古
い制
度
に
対ず
る
憤
怒・

と
文
明の
蜀

が
マン
ネ
リズ
ム
の
根

源
を捕
み
だ
し
、基
本
的
足場
を
鰐
箕

し
て
いた
の
で
あ
る。
そ
ろし
た
側面

惰
勢
を徐
々
に
聾

動
の中
に
あ
る

附
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
な
ら
「
「

一眞
実
の承
詔
こして
ア
ー
チス
ト
が
何

よ
り
も思
考
し
把握
し
な
けれ
ば
な
ら

な
くな
つて
きた
。
從
來
の封
建
的
制

度
に
対し
て
、
自ら
の
キ
ヤ
ンバ
ス
の

上
で
、時
代
の有
ず
る
画
匿の
発
展
を

リ
ァ
リテ
で
のう
ち
に
立証
し
、
低劣

な
る残
存
ー

曙統
の
取り
は
ず
しが

　

醐
製な
こ
と
は、
ゾ
ラ
や
パル
ザ
ノク

蓮
の脳
裡
に
も暇
示
さ
れて
い
た
笥

靭
期
印9澱
以醐
か
らか
か
る
課
題の

隆
火が
あ
げ
られ
て
い
たの
で
あ
り、

パ
ルビ
ソ
ン甑
も
衷
た
ひと
し
く
時代

の
塊界
に
お
いて
闘
つ
たの
で
あ
る。

し
かし
初
期
剛象
甑
は
何故
バ
ル
ビ
ソ

ン
派か
ら
襖
を切
つ
た
か。
そ
こ
には

時
代の
自
覚
、そ
れ
に
つら
な
る
砒会

生活
の
特
質
をめ
ぐ
つて
歴
史
の
廻鱒

融
が憂
錯
し
てく
る
の
であ
る
。
何故

な
ら
バル
ビ
ソ
ン派
の
迫求
し
た
萸そ

れ
自体
の
ロ
マ
ンチ
シ
ズ
ムは
、
つた

な
い謹
萸
ずな
わ
ち
セ
ンチ
メ
ン
タリ

ズ
ムだ
け
の
顧り
で
あ
るか
ら
9
禅節

剛
鐘倣
が
出
現し
て
、
正統
的
近
代伴

へ
と展
開
し
、十
九
世
紀リ
ア
リ
ズ
ー

の
姻整
が
圭
れだ
◎
ク
ー
ル
ベの
認な

る
もの
は
、
初期
田
蟹
履
によ
,
てさ

線
彩色
の
生
し々
さ
を
オ
ルソ
ド
ツ
ク

ス
に再
現
し
なが
ら
そ
こ
に知
性
のき

ら
めき
を
追
求す
る
。
いわ
ゆ
る
色彩

と
醍
覚の
科
掌的
分
析
で
あり
、
外面

[的
彙ー

カ
メ
ラ的
描
暉の
痩
頭
にな

「つ
て
しま
つ
た。
こ
の
蓮
動も
、
靭崩

の
光
と曲
時
代の
童
命
さ
か笑
わ
れて

し
つた
。
伺
故な
ら
、
と
いう
よ
り
、

バ
ル
ビ
ソン
か
ら初
期
目
象派
への
移

行
を
回想
ず
るな
ら
ば
そ
の返
答
が必

然
的
にな
が
れて
hる
の
であ
る
。
初

期
国
象依
、
新
印象
派
と
て
アr
チ
ス

ト
の
中観
を
苫
もな
く
片
づけ
て
し
ま

い
.
ただ
光
と
角
によ
る
外鋪
附
繕
㌘

謝調
しず
ぎ
て坐
る
べ
き
赤蟹
ワの
道

を
辿
つた
の
で
ある
。

こ
の
とき
彊
烈な
椙禦

・鍾
き始
め
た

の
が
、ゴ
ー
グで
あ
り
、
セ
ザ◎
ヌ
で

あ
り
、狂
黙
のゴ
ー
ガ
ン
eあ
る
。
こ

の
三
人に
よ
つて
凄
期
即象
依
が
っ
く

ら
れ
、制
約
され
た
モ
チ
ーフ
の
客
観.

的
プ
リズ
ム
か
ら解
放
さ
れた
o
ゴ
ー

グ
●
ゴー
ガ
ン
も確
に
健
大で
あ
る
か

そ
れ
より
も
セ
ザ
ンヌ
の
尺匿
、
響
潤

置
嵐
から
な
る
フ
ォル
ム
の近
代
性
こ

そ
見
逃す
こ
とは
で
冒
な
い。
一つ
の

席
間
プ
ラス
チ
ッ
クと
し
て新
し
い
通

を
ひ
ら
いた
の
であ
り
、
かか
る
問
題

に
一爽
をな
し
た
もの

し̀て
ミ
ケ
ラ

【ンジ
ェ
と
ラ
フ
ァ
エロ
が
あ
け
ら
れ

る。リア
リ
ズ
ムの
総
決算
は
ゼ
ザ
、、.ヌ
に

よ
つ
て
輿
をむ
す
んた
と
い
つて
も
不

鵠
な
熔
測で
は
な
い。
　九
〇五
年
に

後
期
印
象派
の
ア
ーチ
ス
ト
たち
ゴ
ー

グ、
セ
サ
ンヌ
、
ゴ
ーガ
ン
が新
剛象

舐
のス
ー
ラー
か
ら
バト
ンを
うけ
つ

いで
フ
ォ
ーヴ
ズ
ム
を宇
み
出
し
マの

で
ある
。
これ
は
躍
に蓼
駒だ
け
の酬

逡
でな
く
、
それ
を
棊
礎ず
け
る
肚会

的條
件
と
して
は
、
賢
本キ
義
万能
の

最
後の
淘
象
が人
間
の個
性
へ
の
画鯖

に
むず
ぴ
つ
けれ
た
の
であ
る
。
それ

が
ヒ
ュマ
ー
ニズ
ム
の
根抵
と
な
つた

「自己
の
愈
脳
を通
し
ての
個
人的
権

威
の確
立
」と
な
つて
く
る
の
であ

り
、そ
れ
に
よ
つて
始
めて
一個
人
の

名
に
おい
て
亜な
る
も
の
を語
る
こ
と

κ
なる
の
で
あ
る。

フ
オ五
ヴ
ズ
ムの
出
発
には
理
諭
的根

抵
がな
い
、
しか
し
現
代美
輪
の
ア
ー

チ
スト
に
し
て
この
狂
儲的
な
挑
職
に

洗
軋さ
れ
な
い
もの
が
あ
汚う
か
。
こ

こ
では
フ
オ
ー
ヴズ
ム
の
蕾曲
を
い
つ

て
る
のC
な
く
、た
と
え
蛸我
胸
謁鍬

で
あ
ろう
と
フ
オー
ヴ
ズ
ム
によ
つて

境
代
堤備
の
構
築の
}端が
な
さ
れた

こ
と
をい
つ
て
おく
に
と
とめ
た
い
。

(雛嵩
は
美
僑
詳論
鋏
)

実
証
的
研
究
の
成
果

㎎
=
≡

=
.2謳
谷
及
幸
君
の

【リ
ル
ケ

コ

ロ

ロ

コ

ロ

㎜

伝

㎜
醒

が
出
た
。
も
ち
ろ

勝
鎌
醸

引
一゚一≡
一…
訥

)
に
い
た
る
ま
で
の
眉

配
で
あ
つ
て
、
い
わ
ば
詩
人
リ
ル
ケ
の

自
己
発
見
に
い
た
る
逃
程
だ
け
を
含
み

リ
ル
ケ
が
磯
に
ド
イ
ソ
文
4
あ
る
い
竹

里
界
交
掌
で
占
め
る
独
自
の
位
曲
に
'

)
て
の
酔
明
を
盤
体
と
し
て
目
ざ
し
凄

も
の
で
は
な
い
か
ら
、
リ
ル
ケ
の
拶
乍

り
作
晶
に
対
ず
る
予
繭
知
舐
の
余
く
。

ビ
人
に
は
い
く
ら
か
劇
味
か
頗
殺
さ
尋

る
か
も
知
れ
な

い
o
し
か
し
ま
キ
比
驚

ゆ
鴫
恭
弊
リ
ハ
t
め
ζ
こ
今
朔
朗
乃
忙

高

安

国

世

品
の
本
当
の
濤
味
と
慧
一蒔

の
蔚
人
の
生

活
の
資
椙
と
を
現
明
ず
る
と
い
弓
仕
嚇

が
、
今
日
ま
で
日
本
は
お
ろ
か
ド
イ
ツ

で
も
十
分
果
さ
れ
て
い
な
か
つ
六
と
こ

ろ
に
こ
の
醤
の
功

繍
も
か
か

つ
て
い

る
。
こ
と
に
そ
れ
が
こ
の
國
ぐ
能
う
か

ぎ
り
の
負
引
を
駆
使
し
、
あ
く
夜
で
巽

証
㈲
に
思
翼
に
は
こ
は
れ
な
が
ら
、
外

人
の
研
死
・
勇
証
に
旨
從
せ
ず
週
切
に

目
d
の
批
判
に
立
つ
て
取
捨
選
払
し
輸

酬
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
随
所
に
見
ら
汽

⇔
融
に
本
湖
の
薗
目
を
み
る
ぺ
き
で
あ

⇔
。
当
面
の
酬
気
翫
囲
は
リ
ル
ケ
の
靭

旺
に
ナ
言
ら
れ
て

の
る
か
、
こ
れ
に
敗

k
む
暫
琶
力
眼
光
は
択
し
て
こ
れ
に
汽

味
さ

る

㌧と
な
く
、
リ
ル
ケ
か
静
も

㍉
く
、
た
リ

ノ
、
t
蛭
を
た
え
8
'(,一蹟

か
ら
は
な
さず
、
いわ
は
そ
こ
か
らの

一馬
職
を
ほし
い
ま
まに
し
て
ゐ
る鋭
が

あ
る
。
その
た
め
にこ
そ
そ
れ自
身
絶

対
胸
な
倒
値と
只
え
な
いと
こ
ろ
の初

窟
の
作
畠な
り
完
活な
り
の
鷺
麟
が公

革
に
し
かも
盤
情
ぶか
く
把
閃
され
て

い
る
。
この
一肖
を規
む
だ
け
ごも
リ

ル
ケ
と
いら
翻
人
がど
ん
な
に
独自
な

存
在
で
あ
,た
か
、調
人
と
な
る
こと

の
恐
(.し
さと
て
の
必然
的
な
生き
方

つ
きを
樽
りた
か
、
ど
んな
に
いた
ま

し
い幼
年
時代
を
味
わ
つた
か
、
いわ

一ぱ
マイ
ナ
ス
に牛ま
れ
つき
な
か
らぞ

}の
昌
の
謬

を
菱

象

し

て
大宕
な
プ
ラス
と
化
した
か
を
本硲

に
よ
つて
人
は澱
と
と
も
に学
ぶ
で
あ

ろう
●
い
わ
ば男
性
の
は
界に
入
れな

い
性格
を
持
ちな
カ
ら
、
膠取
幼
年学

　}校
と
いら
よ
うな
環
塊
に
両七
ね
ばな

蒸

籠

蟻
鎚
塾

い葦
彼の憲
の妻

昌

の
も
の
にず
る
再冥
。
い
かな
る
苛酷

一=一一=一=
一=一一:;一一一■一=.一噛影

な
現
巽も
こ
れ
を受
人
れ
等ち
こ
セえ

京
大
ホ
ト
ト
ギ
ス

る
こ
と
によ
つ
て靹
物
の
翼の
委
が捉

え
ら
れ、
唱
物
に雛

の
光
婦が
胸
凡

島
田
刀
恨
天

昌
ほ
三

つ小
石
に星

警

貌

永久
の
器
壽

尺
汽
ゐ
と
い

う
リ
ル
ケの
方
法の
厨
豫

興
は
こ

娘の
躍
に長
属
し
て
をり
日
脚
のぶ

の
マ
イ
ナス
と
も
いう
べ
轡
「女
注
的

(交
)
井
ノ
騎
棄
慶
往
格
」
にあ
つ
た
●し
か
し
これ
は
日

懸癬
は
辞
しゆ
く
人
の
膨
つく
る

需
の
女
性、
な
ま
あた
t
か
い儲遜
の

少
しき
く
街
の政
見
日脚
の
ぶ

世
界
に
生き
る
眠れ
る女
性で
は
なか

　

ロ

(農
)
'林

克
己

つ
た
。
彼
にあ
つ
ては
女
性
的な
太
質

霧燈
硫
水
の
中の
裸
燈

は
ず
ぺ
て羅

的な
欄
位
を受
け
て
い

丑
紅
を
つけ
て写
眞
に
お
さま
り
し

る
。
リ
ル
ケが
女
牲飽
に
弱
し々
く
見

え
る
中
に
一筋
彊
いふ
と
∫
と
しさ
を

(理
)

小林

理
持
つ
て
いた
と
誉
われ
る
の
はこ
れ
で

小
便は
明
治
の人
よ
熔
ろ燃
ゆ

あ
る
。
これ
は
世
の女
性
に
最も
欠
け

熊
板
に向
ひ
し
敢捜
恩
白く

て
い
る
劇
噸晒
精
押で
あ
る
。
この
繕

(医
)

和田

純
一
紳
の
愚
も強
列
だ
つた
調
人
こそ
時
代

引
く
疲も
つ「つみ
返
し
て冬
の浪

と
性
格
の丞
幸
を
「身に
担
つた
リ
ル

ス
キ
ーヤ
ー
匹五
人
明
日の
手
入
れ

ケ
で
あ
つた
の
ご
あ
る。

ク

な
ず

紳
の
問
題と
舗
接
に
つな
か
る
リル
ケ

・の
ヨ
シ
ヤ」
体
験
や、
後
の決
定
的

な
「ロ
ダ
ン」
佑
鹸の
基
礎
とな
る
ヴ

ォ
ル
プ
スヴ
孟ー
デの
俸
鹸
など
、
本

堵
の
簸
も主
彩
あ
る部
分
a
なし
て
い

る
。
(筆
番
は
三
轟敬
樫ロ

(
A
5
三
三
一貝
三〇
〇
門
劇元
社
)

(
医
)

五
十
嵐
靴
也

華
月
頃
溜
し
と
隙
ぷ
林
か
な

,

凸
璽
庸
く

や
"
堺
の
槁
木
の
州
の
㌔
り

■O
一一:
一一一一一一一一一,一
一一:
一一一:
一一一一騨

な
に
翫
人
01味
μ
び
嘩

力
ら
と
で
く
る

カ
と
い
う
こ
と
、
'.
8
η
外
か
ら
興
え

ら
れ
た
脂
衣
を
睨
い
だ
り
碧
た
り
ず
る

こ
と
に
忙
し
い
か
る
穂
の
交
レ
人
た
ち

に
思
簿
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
は
つ
き

り
敬
え
て
く
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て

現
八
の
も
ろ
も
ろ
の
日
本
交
㌣
の
は
か

な
琶
乞
、
い
わ
ゆ
る

「岬
」
を
持
だ
ぬ

交
4
の
弱
さ
を
人
は
痛
鳳
ず
る
ご
あ
ろ

う
。
リ
ル
ケ
は
も
ち
ろ
ん
舞
欣
の
紳
を

問
題
と
ず
る
の
で
は
瓜
い
。
ゲ
ー
テ
を

最
儘
ζ
し
て
失
わ
れ
た
岬
、
個
物
の
甲

に
宿
り
、
個
物
を
轡
物
ん
ら
し
酔
る
紳

そ
れ
に
よ
つ
て
技
々
の
仔
仔
に
眞
の
輿

在
鳴
を
興
え
て
く
れ
る
も
の
、
即
な
る

チ
観
ご
も
鼠
鳳
る
客
襯
ぐ
も
な
い
翼
俘

の
懸
。
リ
ル
ケ
は
こ
れ
を
臨
な
る
自
己

の
童
甑

㌧
な
努
力
の
み
に
3
つ
て
は
衛

ら
れ
'9
、
詔
作
の
賊
功
し
た
あ
か
つ
き

に
の
み
樽
る
こ
と
か
で
き
、
こ
の
た
め

倣
は

「敵
は
存

解
で
あ
る
」

と
串
っ

た
。
リ
ル
ケ
の
一
千
は
種

0
こ
ろ
し
だ

異
浮
の
硬
揖
、
丞
安
の
党
服
の
た
め
に

、
げ
ら
れ
た

一
生
で
あ
つ
た
・

亡
の
リ
ル
ケ
い
ど
勺
ま
採
幸
な
賓
望
れ

一髪

か
つ遙
命
・
し
か
妻

」に
お

♪

罵
4
>

7
響,
く

■
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交

学

部

諸

君

に

訴

う
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▼
推
監
覆
投
稿

を
嫉
迎
ず
▼
¥

歌
八
白
字
以
肉

▼
整

匿
名
可

,,一一願一■一一
響,■口噂●

我
々
は
昨
年
十

一
月
11
聚
、
旧
委
鱒
の

饅
を
う
け
で
会
則
或
正
熱
凝
の
審
欝
、

大
字
法
認
り
唱
究
弟
融
、
文
仔
厚
牛
融

藁
の
訂
白
の
実
行
署
、
ρ
・き
る
限
つ
の

努
η
を
転
け
て
3
%
。
そ
し
て
一
順
の

[
成
粟

ζ
免
通
し
を
つ
け
爵
た
今
日
、
矛

れ
を
招
書
の
加
に
聾
示
し
雷

な
窒
糠

判
と
助
噛㌦
径
乞
い
宙
π
庚
た
今
群
を
顔

し
て
画
我
に
磋
出
さ
れ
る
e
あ
ろ
う
大

'法
痢

,冥
施
に
対
し
で
、
掌
間
の
自

引
と
大
掌
り
自
治
を
守
る
た
め
に
如
鳳

に
肉
う
べ
き
か
を
酔
す
る
た
め
本
『
臨

堵
箒

ヤ
会
を
粥

い
ヒ
。
し
か
し
笹
ら

際
"
し
の

び
泣

き

"

"名
「膨
の
部分
」
が
亦す
よ
う
に人

闇
の嘱
輿
は
陽
の当
た
らな
い彫
の部

分
にこ
そ
あ
り
とカ
メ
ッの
光
を
そ
の

影
の離
分
に
当で
て
人
闇
の㎎
冥
を侃

ζ
うと
し
た
。
それ
が
こ
の峡
面
の狙

い
で
あり
、
な
かな
か
守
依な
禰
旨で

あ
る
か、
余
り
影の
部
分
げこ
だ
わ
り

過
ぎて
冒
人
の
象釧
物
〆
経
って
し
ま

つ
疋嬬
いが
な
いご
も
な
い●
い
く
ら

人
間
にと
つ
て
蝦か
大
切
だか
ら
と
い

っ
て
、頭
だ
け
取り
出
し
でみ
て
も
矛

・れ
は
や
つは
0
頭で
あ
⊃
て
人闘
ρ、は

コ

な
い
o
F
手
に
取
り
出
ず
幽
美

㎝
多
ご

庖
い
。
膨
の
部
分
に
翼
輿
か
あ
る
と
い

つ
て
そ
の
部
オ
だ
け
驚
い
で
み
で
も
そ

れ
は
解
剖
掌
的
人
聞
隙
r
ず
ぎ
な
い
。

光
と
影
が
あ
つ
て
始
め
で
牛
き
た
人
間

の
ニ
ユ
ア
ン
ス
が
出
r
ぐ

る
、
艇
之
醍

い
影
は
彊
い
光
に
よ
つ
で
胤
ず
る
。
そ

う
い
う
簡
蹴
な
物
理
掌
的
原
理
r
橘
い

で
逆
鱒
的

に
ス
《
リ
ー
ン
の
降
を
畿

ず
る
ー

こ
れ
が
醗

の
面
自
さ
ぐ
あ

り
ま
た
限
界
で
も
あ
る
か
1

演
出
力

は
ど
弓
や
ら
ド
ラ
ン
ノ
ワ
に
は
乏
し
い

よ
う
ご
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
映
慮
を
,

て
解
副
学
細
映
雨
た
ら
し
め
同
時

45
豪

た

ハ
ソ
タ
リ
の
無
い
ギ
リ
く

の
ペ
シ

ミ
ズ
ム
を
驚
き
僧
た
非
映
由
酌
名
自
セ

ら
し
め
た
瞬
因
ご
あ
ろ
汽
。
な
う
ほ
ど

ソ
ナ
タ
に
よ
、
、で
コ
ス
モ
ス
を
柳
薩
、ず

る
に
は
ア
レ
グ
ロ
か
ら
7
ダ
ジ
4
♂
蓼

る
い
く
つ
か
の
繁
頓
左
必
裳
キ
ず

る
。

し
か
し
ア
ン
ダ

'
r
た
け
ぐ
も
カ
、
友

ビ
ー
レ
は
聞
、'.
襯
る
。
ま
ー
,で
禺
黙
の

数
れ
に
し
の
ひ
伊
き
ず

6
/
エ
∫
ス
の

」涙
と
墜
染
か
つ
ろ
の
屏
～
e
な
比
短
に

,
,胤

～

乙・。一.～

.一・

靖
期
的
憩縢
件
と
そ
れを
レ服
し禍
な

か
つ
た
捗
自々
舅
の力
弱
δ
のt
め
に

あ
加
酋
塀鱒
に
み
たず
遜
に
人
食は
イ

成
立
に
終
っ之
。

詠
躍
は七
十
余
名
の出
席
酋
の澱
活

と
し
て
一願
四宗
的
に浜
調
声
わか
。

技々
は
委臨
会
の
淫

にお
いで
こ
の

醜約
と
渾常
方
針
に従
つで
、
弼力
に

今
憐
の
運動
を
推
准ず
る覚
檜C
あ
る

そし
て
新学
年
の
定例
掌
牛
大
去
影お

いて
儒
を
楢君
て
間
いた
い
と
縁ハ
。

親
鞭
な
る学
友
醐碧よ
。
議
暑の
掌

間
への
惰
別は
大
年
それ
自
動
の葎
W

の庖
い
時、
象
牙
の悟
に歩
く
つ一碇会

陶泄
関
心
に笈
停
ず
る限
㈲
正
し
い㍑

段と
成
喪
とは
韻
し
難
いe
あ
ハろ
。

民族
の
掴
ウと
交
化
を
"、る
も
の
は孔

戟自
身
の
結域
さ
れ
起力
以
外
℃は
ヤ

いo
掌
午職
線
統
一の
一熊
と
して
ア

目治
組
織
の粥
化
と
、
自4
杓
行
岬ゲ

吻確
穿貞
当
面
の、
務
だ
ある
●

塔
霧
麟
艦
離
塑
躍

購
鰻
魏

な
らな
い
のは
当
鮎
で
あ
ろう
。
とく

に
スパ
ア
ク
斎甲
心
と
ず
る交
学
的薔

つは
フ
ラ
ン
ス映
画
以外
ご
は
味
えぬ

わ
びし
ざ
を
出し
て
い
る

(京
大
映
画
曽
成、ナ)

一嚢

本
璽

・藍

生
繭
萎

新

刊

紹

介

◆
恐
慌の
珊
諭
(政
治
経
漬究
研
所
顔

葛
)
違
狸
碧
に
つい
て
從
久わ
が
圃
一

に
は
これ
を
4面
附
か
つ
系
統飽
に
取

扱
つ
た轡
甫
は
晋わ
め
て
少く
、
多
く

部
と
して
翫分
的
に取
上
げ
られ
た
の

み
で
あ
る
、本
膚
は当
面
の
要盟
に
そ

わ
ん
とし
て
、
必ず
し
も
全
面
醐系
統

飽研
死
の名
に
櫨
ず
るも
の
と
は宮
い

[難
いが
、
少く
と
も理
鵡と
壁
蜜と
批

判
とを
き
わ
めて
坐
易
に睨
明
して
お

り
、入
門
粛
乙
一て
超当
な
も
の
とい

え
よう
(大
月晒
者
刊
一台
Q
円
)

◆
市場
珊
論
(鈴
木
武
確蟹
)

古夷

経潴
学
、
近
代経濱
掌
、
マル
ク
ス権

済
学
と
そ
れ
ぐ

の立
場
より
市
湯

理
鞠
を解
税
晒
にの
べ
たも
の
ご
、
と

く
に
マル
ク
ス
の岡
圭
蟹

と
レ
i

ニ
ン
によ
る発
展
に
つ
いて
は
酷
しく

規
明ざ
れ
て
い
る。
掌
文に
も
あ
る
ご

と
く
獅時
日
でま
と
め
たと
い
う
曝
が

深
いが
、こ
の怪
件
下
で
これ
だ
け
ま

と
め
えた
の
は
溜酋
の
非
馬な
才
能
に

よ
る
と
いわ
ねな
な
ら
ぬ
(河
出
喬
房

刊
亘
一+
円
)

`

◆
現
代用
噸
の
屡闘
知
諦
(図
由
翻
風

待
別
讐)

終
賊礎
の
新
%翻
、
外
坐

胎
の
碗
出は
喰
動ず
る
杜
会情
勢
を
そ

の
喫
、
に「彰
して
霊き
まじ
い
も
の

が
ゐ
ちが
、
こ
れ
を遭
切
に
、し
か
も

正
佑
に
知る
こ
とは
交
化
発腫
の
踊
一

喚
件
ご
ある
●
慌し
現
献
か
量
て
ζ

れ
ら
の用
晒
が
必ず
し
も
正し
い鷺
味

ご
磯
用さ
れ
て
い
な
い。
一般
大
姦
の

こ
れ
ら
の用
晒
知
晶
に瑚
ず
る現
冥
晒

な要
求
は
穐
めて
彌
いも
の
があ
る
。

本
ト凶は
この
立
嚇
から
職
後
日本
の
政

治
、
法
観
、
15済
、
労渤
、
杜会
、
文

鉢
、
思
噸
、映
踊
、智
樂
、ス
ポ
ーツ
、

外
坐韻
壽
肚々
会
斜
万面
に
『
る鵠
用

曲
と
塒
録し
、
竜
会
艮識
の
珊
とし
て

鑓
供
し
ょ
うと
試
みた
。
こ
の
持噴
に

蝿
め
た
用
謁は
、
、々
の
『
常
生活
に

おい
て
硬
用墳
度
の
多
い用
臨
と
、披

か々
艮
ぬ
とし
て
矩
非
心褥
て
おか
イ

ば
なら
な
い
墨
な
用蒲
と
い
う
二つ

のサ囚噴
に
よ
つで
撰
縦し
か
。
然し
塀

任の
堤
ら
れた
霜
卜譜の剖
当
べ
ー
ヂ内

ご
占
句
a期
ず
る
こ
とは
楓めて
層
騰

出ぐ
あ
う
が、
本
詰
はこ
の
困
離を
中

服
し
て
大
企盈
を
及は
ず
な
が
ら宅
望

に五
ず
け
禍た
も
の
と
いえ
よ
う
(晴

開
月
報
新
刊九
十
円
)

ロ

望

幽.
・
一〉

讐蒐
を̀

一=・-・
5

諸
君
よ
。新
宇
の
芽
岳穴
を
妻
鳥々

扮の
自
干細
な
縛

と行
動
の
キ体
凹

ん甲
に
見
出し
て
行こ
う
で
はな
h

か。
そ
して
そ
の
力
をわ
れ
われ
の
自

后会
に
砧鰯
し
自
由
の学
園
をわ
れ
わ

れ目
窮
の
孚
に依
つて
鎚
い
て
ゆこ
(

ご
は
な
い
か。
錯
鳶
の荊
甑
と爾
翠
を

望望
ず
る
秦
で
あ
る。

、(文
学
部
掌
友
会
番
鍾
)

石
礪
霧
鞍
ひ繁
昭
瀦む

五
朋
目の
小
鍵
、噌九
==
年
、
す
な

わ
ち彼
が
れ
十
三
凝
の
時
で
あ
る
。

「たし
か
に
あ
ら
ゆ
る巌
味
ご
病
め
る

時
代
と
いヨ
ペ
き現
代
に
と
つて
、
医

師
ギ
オ
ンの
喪
は
、危
隙
に
おそ
れ
ず

世
界
と
人間
の
泌密
を
さ
ぐり
、
しか

の

も
そ
れ
によ
つ
て不
賢
に
おぴ
え
た
り

誼
無
の泥
沼
に
陥
るの
で
はな
し
に
か

え
つ
て人
閻
を麿
頼
し
、
そし
て
むしむ

ろ
暇
純
に冥
践
ず
るこ
と
琶改
え
る
の

で
あ
る。鼠「荒
廃
に函
く
人間
倣
」
羽

自
幸
畦
氏-
塑面
新
聞
一〇
.r号
)
と

いう
現代
的
な
意
昧と
そ
こ
に流
れ
る

ド
イ
ツ
的
ヒ
ユー
マ
ニテ
イ
ー
を探
求

ず
る
と
いう
慧
味
に
おい
て
一読
に
悦

ず
る
で
あ
ろう
(=竪
書
房
刊
薗七
+

円
)工

自
治
会
結
威
さ
る

工学
部
で
は
今迄
の
親
睡園
偽
た
る串

簸
臼と
は
別
に自
治
会
を結
成
し
よう

とず
る拗
きが
甲
窟
会
委
面を
甲
心
に

進
めら
れ
、
=月
七
日
掌生
天
会
を開

い
たが
氏
定
敬
に遙
せ
ず
・規
約
苺裁

の
響醐
を
学
篶
競
に
委
ねる
こ
とと

し
た
が、
こ
れが
7
月
十
一、
十
二
日

全
学
部
にわ
た
つて
行
わ
れた
が
、そ

の
結果
匡
圃
的夢
数
e
蔵
駕か
認
め
ら

れ
、
代凝
曼
制を
骨
子
と
ず
る工
掌
部

島
治
会が
確
立
した

ー、ー灘
こ
のほ
ど
京

都市
内
某
柔

学の
寮
侑
舎

では
、
炊
融

嫡爾
人
に
}

名
欠
儲が
出
巫
κの
で
補
充略
弛募
環

薯

三
、葱
羨

・
・サ

ワ
ノサ
と挿
し
かけ
た
顧
募
者は
輿
r

二.十
名
、炊
琳
遡謎
の
学
岳
六人
、
洋

だ
く
で朝
か
ら晩
ま
で
ぶ
つ
つず
け
の

面
域
鮮
衡を
行
い、
よ
ろ
や
く男
一名

勇

名
の候
薯

巽
8

出髪

・

羅

こ
の
=名
の
身卜
調
藷

に々

行
つて
見
た
Gこ
ろ、
男
は
自
称高
卒

か実
は
小
学棲
甲
遺で
学
歴
轟
称、
お

まけ
に
私
覧
の
バ
クチ
と
わ
かり
失

格、
つ
ぽ
の女
性
も
これ
ま
た
殉は
木

馬
通
い
、ル
ー
ヂ
ュ惹
し
き
パ
ンパ

ノさ
ま
渉
わか
つ
て
、残
念
な
から
不

獣用
、
つ
い
に最
爆残
つた
7
+六
歳

の女
笹
か
窪用
決
定
とな
つ
た
、と
こ

ろで
こ
の
女性
、
炊
輿嫡
さ
ん
と沖
え

ど
もさ
ず
かは
肇

、東
京
は
噴洋
縛

恥べ掌
校
の
出身
、
現
仔ピ
ア
ノ
に診
画

の御
研
碑
中、
胸
には
いつ
も
ヴ
/レ

リ
ーの
詩
瓢
を殉
い
て
いる
と
冒う
才

媛、
あ
れ
これ
衷
ご
つい
た
跳
鮪
.も

これ
ご
と
ろ
やら
鼻
高
々
;…
o

◆
畠↓学
趨
の全
國
大
会の
代
譲
員
雄
τ

はD
の
つ
いた
民
圭
串茜
纏
護
圃
盟
甲

バ
ソヂ
が
硬わ
れ
た
、痕
大
同
掌会

表
の
一行
甲松
岡
君
をの
亡
い
た
右砺

の面
々
「い
か
に
齋

と
は
い
え
芹

西の
盤
好ず
る
バソ
チ
を
つ
け
るの

噂
3…
」
とし
は
し
π
め
bい
な
がF.

鵬
につ
けで
み
た
か、
ど
う
φ
び
つ

りぜ
ず
氣
にか
、る
と
晃え
て
、
やか

て
取
り
はず
し
て
「彼
女
へ
の
お士
膨

にで
も
……
」
と
オ
ー
バの
ボ
ケ
ツト

に入
れ
て
しま
つ
た

　
　
ハ
ひ

　
　
タ

ム
　
　
ね

　
ら
マ
ハ
ら
あ
ぬ
ハ

　
　
　

哲
学
象
研
究

勇
珊
蜻
、薪
臥
離
型

=

贈難

田嬬

・簾

雑

嘆

誓
竪
嚢
饗

瞬

門耳

」
袋
自
五

グ
円
並
忽
購

円

束

き
だ
ム
ム
リ
ど

日
本
資
本
王
義
の
機
構
と法
律

7

社

園
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誠
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冬
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刊
霧

甕
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図
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讃
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1

法
鴎

壁
学正
晃習

融

剰

薯

文

鑛
節

法

議
難

新
法
令
全
書
繧
(六
法
譲

)

雛
羅

暴
鰹

髄
難
麟
講
鯛

謹
膿

直 流 器脳 麟8140門

有
機
合
成
化
学

票
馨

機
化
学
-

駈蟄
鰯電

氣
材
料

水

力

発

電

所

食

料

油

脂

化
学
工
業
経
紺
論

1

小畑離
漆
暉繊
之
煽

四〇
〇
円

或
龍

弘劃
鵤

噛
騒

譲
離
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肥
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簾
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井
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丸
外く

社

会

学

批

到

リ
カ
ア
ド
価
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論
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研
究

中
古
の
政
治
ざ
法
-制

政
治
犯
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の
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問
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イ
エ
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神
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思
想

哲
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